
石
岡
入
幡
宮
の
和
歌
資
料

白

方

勝

（
国
文
学
研
究
室
）

　
西
条
市
氷
見
の
石
岡
八
幡
宮
は
、
神
功
皇
后
が
半
島
か
ら
凱
旋
さ
れ
た
時
、
天
神

地
祇
を
祭
っ
た
と
い
う
青
息
の
あ
る
由
緒
の
深
い
神
社
で
あ
る
。
そ
の
鎭
座
す
る
岡

は
名
所
和
歌
の
「
橘
島
」
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

　
神
主
は
代
々
玉
井
家
で
、
当
主
は
玉
井
忠
臣
氏
で
あ
る
。
初
め
大
山
為
起
の
『
東

遊
紀
行
』
を
拝
見
し
に
伺
っ
た
の
で
あ
る
が
、
蔵
書
を
調
査
す
る
う
ち
、
石
岡
八
幡

宮
を
中
心
と
す
る
歌
壇
の
存
在
を
示
す
資
料
が
出
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
大
略
に
つ
い

て
は
『
愛
媛
県
史
・
文
学
』
に
紹
介
し
た
が
、
今
回
は
そ
れ
ら
和
歌
資
料
を
翻
刻
し
、

今
後
の
研
究
の
便
に
供
し
た
い
。

、
神
祇
講
詠
草

　
半
紙
本
一
冊
。
本
文
十
五
丁
。
書
名
は
表
紙
、
内
題
と
も
「
神
祇
講
詠
草
」
。
玉
井

忠
幸
の
自
筆
本
と
思
わ
れ
る
。
虫
食
に
よ
る
損
傷
が
ひ
ど
い
。

　
本
書
は
玉
井
忠
幸
・
忠
俊
父
子
を
中
心
に
、
小
松
・
丹
原
・
壬
生
川
地
方
の
八
幡

神
主
の
神
主
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
歌
会
の
記
録
で
あ
る
。
表
紙
見
返
し
に
名
を
連
ね

て
い
る
十
一
名
が
正
会
貝
で
、
そ
れ
以
外
の
者
は
、
そ
の
会
毎
に
臨
時
に
加
つ
た
者

で
あ
ろ
う
。
享
保
十
六
年
十
｝
月
忠
幸
亭
で
の
歌
会
を
皮
切
り
に
、
毎
月
、
ま
た
は

隔
月
に
会
場
持
ち
廻
り
で
開
き
、
同
二
十
年
ま
で
続
い
て
い
る
。
県
下
の
和
歌
資
料

と
し
て
は
古
い
ば
か
り
で
な
く
、
歌
会
の
記
録
と
し
て
は
唯
｝
の
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
正
会
貝
と
し
て
の
名
を
記
さ
れ
た
者
の
住
所
と
神
社
を
あ
げ
て
お
く
。

　
　
　
　
玉
井
忠
幸
は
石
岡
八
幡
宮
二
十
九
代
神
主
で
、

　
　
　
　
　
　
忠
幸
は
若
き
日
父
忠
政
と
と
も
に
、

れ
た
大
山
為
起
の
垂
加
神
道
式
に
参
加
し
て
、

紀
行
』
は
忠
幸
が
書
写
し
所
持
し
て
い
た
も
の
で
、

冷
泉
家
か
ら
入
手
し
た
と
思
わ
れ
る
『
五
社
鼻
面
』

し
て
い
た
。
忠
幸
の
は
幼
名
は
忠
信
、

　
　
豊
田
義
堅

　
　
矢
野
義
尚

　
　
日
野
真
泰

　
　
伊
佐
芹
重
元

　
　
首
藤
知
義

　
　
越
智
義
安

　
　
矢
野
義
雄

　
　
宮
原
小
敏

　
　
佐
伯
正
明

　
な
お
、

が
早
世
し
た
。

丹
原
町
田
野
　
　
綾
延
八
幡
宮

東
予
市
北
条
　
　
鶴
岡
八
幡
宮
（
大
気
味
神
社
）

小
松
町
新
宮
　
　
三
嶋
神
社

東
予
市
周
布
　
　
畳
敷
神
杜

東
予
市
吉
田
　
　
尊
威
神
社

丹
原
町
今
井
　
　
福
岡
八
幡
神
社

東
予
市
壬
生
川
　
保
内
八
幡
神
社

丹
原
町
高
知
　
　
高
知
八
幡
神
社

小
松
町
　
　
　
　
小
松
藩
士
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
俊
は
そ
の
長
男
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
禄
六
年
伊
曽
乃
神
社
で
開
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
首
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
『
東
遊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唯
一
の
島
本
で
あ
る
。
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
民
部
卿
歌
合
』
の
写
本
も
所
持

　
　
　
　
　
　
ま
た
順
候
軒
・
安
山
と
も
号
し
た
。
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白
　
　
方

勝

二
、
　
〔
詩
歌
雑
稿
〕
　
（
仮
題
）

　
横
小
本
一
冊
。
表
紙
な
く
、
本
文
十
丁
。
忠
幸
自
筆
の
詩
歌
等
の
書
留
帳
。
和
歌

漢
詩
の
他
、
「
西
泉
一
宮
社
神
鏡
由
来
」
（
漢
文
）
、
「
和
名
抄
集
第
六
回
数
部
」
（
伊
予

の
地
名
を
抜
粋
）
、
「
清
少
納
言
募
注
」
（
注
釈
）
を
収
め
る
。
い
ず
れ
も
宝
永
か
ら
元

文
に
か
け
て
の
書
留
で
あ
る
。
な
お
こ
こ
に
は
和
歌
（
並
び
に
和
歌
と
組
に
な
っ
て

い
る
漢
詩
）
の
み
を
抄
出
し
た
。

三
、
　
〔
柿
本
明
神
奉
納
詠
〕
　
（
仮
題
）

　
小
本
一
冊
。
表
紙
は
破
損
し
て
な
し
。
本
文
十
八
丁
。
本
文
の
初
め
四
丁
分
は
下

半
分
が
破
損
。
「
通
題
　
納
涼
風
」
二
十
六
首
と
「
柿
本
明
神
法
楽
詠
五
十
首
」
を
収

め
る
。
後
者
に
「
安
永
三
年
六
月
十
八
日
納
涼
会
当
座
」
と
あ
る
の
で
、
前
者
も
こ

れ
と
同
じ
頃
、
や
や
先
立
っ
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
柿
本
明
神
は
い
う
ま
で
も
な
く
柿
本
入
麿
を
神
と
し
て
祭
っ
た
も
の
で
、
石
見
国

の
高
角
神
社
か
ら
勧
請
し
て
石
岡
八
幡
宮
の
境
内
に
小
祠
を
建
た
。
（
現
在
は
高
良

神
社
に
合
祠
し
て
あ
る
。
）
こ
の
時
、
周
円
法
師
は
師
の
冷
泉
為
村
に
請
う
て
、
高
角

神
社
詠
九
首
を
得
て
い
る
（
秋
山
英
一
氏
「
伊
予
に
遺
る
冷
泉
為
村
の
筆
蹟
」
愛
媛

の
文
化
第
十
六
号
）
。
こ
の
時
期
が
従
来
不
明
で
あ
っ
た
が
、
本
書
に
よ
っ
て
安
氷
三

年
か
、
そ
れ
よ
り
ご
く
僅
か
以
前
と
限
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
柿
本
明
神

を
勧
請
し
た
の
は
「
石
岡
八
幡
宮
適
中
」
で
あ
る
が
、
こ
の
記
載
に
よ
っ
て
石
岡
歌

壇
、
そ
の
結
杜
の
成
立
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
玉
井
家
は
忠
幸
の
後
、
忠
俊
は
早

世
し
、
そ
の
弟
忠
宿
が
三
十
一
代
を
継
い
だ
が
、
そ
の
死
後
、
弟
の
忠
成
が
三
十
二

代
を
継
い
で
い
た
。
こ
の
忠
成
を
中
心
に
、
周
円
法
師
を
は
じ
め
本
書
に
名
を
連
ね

る
者
が
、
石
岡
入
信
宮
社
中
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
父
忠
幸
の
始
め

た
歌
会
が
、
こ
こ
ま
で
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
石
岡
八
幡
宮
に
は
人
丁
半
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
人
麿
影
供
が
行
わ

れ
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
が
、
本
書
は
そ
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
あ
る
。

　
「
納
涼
風
」
は
破
損
が
ひ
ど
く
、
和
歌
・
作
者
名
の
判
読
で
き
る
五
首
の
み
を
掲

出
し
た
。四

、
詠
百
首
和
歌

　
半
紙
本
一
冊
。
本
文
十
九
丁
。
表
紙
中
央
に
題
簸
の
剥
落
し
た
跡
が
あ
り
、
僅
か

に
「
歌
」
の
字
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
内
題
と
同
じ
「
詠
百
首
和
歌
」
と
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
成
立
時
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
一
人
、
周
回
法
師
が
安
永
四
年
十
月

十
五
日
に
残
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
前
、
〔
柿
本
明
神
奉
納
詠
〕
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
と
み
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
百
人
が
百
題
の
も
と
に
各
一
首
、
最
後
が
「
祝
言
」
で
「
願
主

忠
成
」
と
あ
る
こ
と
、
追
加
の
「
寄
道
祝
」
十
一
首
す
べ
て
和
歌
の
道
の
栄
え
を
祝

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
も
ま
た
柿
本
明
神
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

作
者
名
の
右
肩
に
住
所
本
名
等
が
朱
書
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
が
い
つ
記
入
さ
れ
た
も

の
か
は
不
明
。

　
作
者
の
う
ち
、
京
都
の
肉
入
が
十
名
入
っ
て
お
り
、
中
央
歌
壇
と
の
交
渉
の
深
さ

を
物
語
る
。
冷
泉
家
か
ら
は
為
村
の
詠
は
な
《
て
、
そ
の
御
内
松
永
久
雄
が
歌
を
寄

せ
て
い
る
ほ
か
、
新
玉
津
嶋
神
社
の
森
河
高
サ
・
周
歩
父
子
、
『
近
世
崎
人
伝
』
の
著

で
有
名
な
三
重
蹟
な
ど
の
名
が
見
え
る
。
高
サ
は
『
花
の
下
ぶ
し
』
（
高
鴨
神
収
蔵
）

に
よ
る
と
、
歌
の
指
導
に
来
遊
し
て
い
る
。
伊
予
で
は
今
治
か
ら
川
之
江
ま
で
の
広

い
範
囲
の
歌
人
が
歌
を
寄
せ
て
お
り
、
石
岡
八
幡
宮
社
中
と
は
直
接
間
接
交
渉
の
あ

っ
た
歌
人
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
今
治
の
江
嶋
為
親
は
今
治
藩
家
老
、
今
治
三
代
目
の
宗
匠
と
い
わ
れ
た
人
で
、
紀

行
落
文
『
桂
山
の
記
』
（
今
治
市
立
図
書
館
）
が
あ
る
。
東
予
市
実
事
寺
の
宥
無
上
入

は
為
村
門
人
、
為
村
よ
り
孤
寺
一
樹
桜
の
詠
を
得
て
い
る
。
周
円
法
師
と
親
し
か
っ

た
よ
う
で
、
周
円
の
位
牌
・
墓
も
古
寺
に
あ
る
。
こ
の
ほ
ど
宥
宝
の
雨
乞
い
の
歌
十

五
首
、
効
あ
っ
て
そ
れ
に
応
え
た
青
石
法
師
の
歌
二
十
一
首
が
発
見
さ
れ
た
（
高
下
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神
社
、
鴨
重
元
氏
。
「
愛
媛
国
文
と
教
育
」
　
一
六
号
に
掲
載
）
。
小
松
の
渡
部
忠
は
『
花

の
下
ぶ
し
』
に
来
遊
の
高
歩
に
随
っ
て
、
丹
原
の
佐
伯
貞
中
と
吉
野
の
花
見
に
出
か

け
、
帰
途
京
都
で
出
家
し
て
円
浄
と
名
の
っ
た
と
あ
る
人
で
、
『
筑
紫
紀
行
』
（
墨
型

神
社
蔵
）
が
あ
る
。
土
居
の
加
地
丈
助
里
下
も
為
村
の
門
人
、
後
東
予
一
円
の
歌
の

宗
匠
に
な
っ
た
人
で
、
周
円
法
師
の
『
松
葉
集
』
の
序
文
を
書
い
た
。

　
『
神
社
講
詠
草
』
の
メ
ン
バ
ー
の
子
孫
と
し
て
は
、
高
知
八
幡
神
社
宮
原
直
昌
、

小
松
三
嶋
神
社
日
野
真
壁
、
綾
延
八
幡
神
社
豊
田
野
里
、
周
敷
神
社
伊
佐
芹
重
辰
が

な
お
歌
の
道
に
い
そ
し
ん
で
い
る
。
ま
た
女
性
九
九
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
さ

れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
隆
盛
期
を
迎
え
た
東
予
歌
壇
の
歌
人
を
結
集
し
て
成
っ
た

の
が
本
書
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
五
、
源
氏
歌
集

　
半
紙
本
一
冊
。
本
文
十
二
丁
。
表
紙
に
「
源
氏
歌
集
」
と
墨
書
し
て
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
は
最
初
に
収
め
る
「
源
氏
歌
集
」
を
そ
の
ま
ま
メ
モ
書
き
し
た
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
て
、
本
書
の
全
貌
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
本
書
は
そ
の
他
数
種
の
和
歌
資

料
を
収
め
る
が
、
編
者
、
成
立
時
は
不
明
で
あ
る
。

　
「
源
氏
歌
集
」
は
『
源
氏
物
語
』
の
学
漫
巻
か
ら
末
摘
花
巻
ま
で
の
歌
を
抜
粋
し

た
も
の
で
、
歌
の
右
肩
に
詠
者
の
名
を
記
し
て
あ
る
。
（
こ
こ
に
は
未
掲
載
）

　
「
新
玉
津
嶋
奉
納
和
歌
二
十
首
」
は
今
治
の
連
衆
の
も
の
。
江
嶋
為
正
は
、
『
詠
百

首
和
歌
』
の
為
親
の
父
、
木
村
正
俊
は
今
治
藩
儒
医
、
多
羅
尾
母
君
も
藩
士
、
そ
の
他

備
前
屋
正
殊
と
い
っ
た
町
人
の
名
も
見
え
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
為
正
は
宝
暦
六
年

に
塗
し
て
い
る
の
で
、
新
玉
津
嶋
神
社
と
の
交
渉
は
『
詠
百
首
和
歌
』
以
前
よ
り
早

く
か
ら
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
「
星
夕
言
志
七
首
」
は
宍
甘
光
似
の
詠
。
光
似
は
今
治
藩
士
宍
甘
権
左
衛
門
、
半

井
梧
奄
編
『
ひ
な
の
て
ぶ
り
』
に
も
二
首
入
集
。

　
「
小
松
御
連
衆
点
取
」
は
小
松
藩
家
中
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
え
な
い
。
素
姓
の
判
明
し
て
い
る
の
は
本
陣
野
蚕
世
住
職
昌
誉
上
人
の
み

で
あ
る
。
宝
暦
五
年
妓
。
（
小
松
邑
誌
）

　
「
日
日
誉
詠
」
（
仮
題
）
は
、
「
昌
誉
上
」
と
あ
る
の
で
、
歌
の
師
に
点
を
依
頼
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
師
は
不
明
で
あ
る
。

　
次
に
寛
保
元
年
八
月
冷
泉
為
久
関
東
下
向
の
節
の
詠
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
昌
誉

を
始
め
為
久
の
門
人
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
為
久
の
歌
そ
の
も
の
は
伊
予
に

関
係
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
。

　
以
上
本
書
は
石
岡
八
幡
宮
に
は
直
接
の
交
渉
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
忠
成
か
そ

の
前
後
の
誰
か
が
収
集
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
六
、
初
春
山

　
幕
末
期
の
石
岡
歌
壇
を
知
る
資
料
に
『
初
春
山
』
「
冊
が
あ
る
が
、
分
量
の
関
係

で
こ
こ
に
は
省
略
し
た
。
大
略
は
『
愛
媛
県
史
・
文
学
』
に
紹
介
し
て
あ
る
の
で
参

照
さ
れ
た
い
。

　
翻
刻
に
当
っ
て
は
、
原
本
に
忠
実
な
る
を
旨
と
し
た
が
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用

い
た
。
虫
食
の
部
分
は
日
と
し
、
判
読
で
き
る
も
の
、
推
定
可
能
な
も
の
は
［

内
に
そ
の
文
字
を
埋
め
た
。
ま
た
、
詞
書
等
に
つ
い
て
は
、
句
読
点
に
当
る
箇
所
を

一
字
あ
け
と
し
た
。

　
本
稿
を
成
す
に
当
り
資
料
を
提
供
さ
れ
た
石
岡
八
幡
宮
玉
井
忠
臣
氏
に
は
深
く
謝

意
を
表
す
る
。

　
な
お
本
稿
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
・
一
般
研
究
（
C
）
「
愛
媛
の
国
文
資
料

の
調
査
研
究
」
の
成
果
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
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白
　
　
方

勝

神
島
講
詠
草

麩
屋
町
回
条
上
ル
丁

　
　
　
源
　
寅
中

釜
座
姉
小
路
上
ル
所

　
　
　
大
橋
　
左
中

醒
井
高
辻
角

　
　
　
主
　
　
殿

麩
屋
町
御
池
上
ル
所

　
　
　
林
　
大
学

神
祇
講
詠
草

藤
原
義
堅

同
　
義
尚

同
　
真
泰

周
布
重
元

　
　
知
義

紀紀
同同

風源

心
安

田
野
豊
田
近
江
守

北
条
矢
野
出
雲
守

新
宮
日
野
豊
後
守

周
布
伊
佐
芹
刑
部

士
．
田
首
藤
中
務

今
井
越
智
織
部

義
雄
壬
生
川
矢
野
加
賀
守

中
心
幸
　
　
氷
見
玉
井
木
工
助

忠
俊
　
　
　
岡
　
右
近

小
敏
　
｛
口
同
国
宮
原
内
記

正
明
　
小
松
佐
伯
謙
順

享
保
十
六
辛
亥
十
一
月
始

　
　
　
　
　
社
頭
松
　
　
　
　
　
　
　
亥
十
一
月
六
日
　
　
氷
見
村

代
を
守
る
恵
も
深
き
神
垣
や
常
盤
の
松
の
枝
も
栄
へ
て

幾
年
の
色
も
替
ら
ぬ
緑
し
て
神
の
恵
に
栄
ふ
松
か
枝

治
れ
る
代
は
久
か
た
に
御
社
の
斎
庭
に
栄
ふ
八
重
の
松
か
面

住
の
江
や
写
す
筆
た
に
及
は
れ
ぬ
神
の
御
前
の
名
も
高
き
松

箱
崎
や
遙
に
見
え
し
松
陰
を
近
く
も
か
な
と
急
く
御
手
洗

ふ
し
拝
む
神
の
社
の
貴
さ
を
あ
を
け
は
空
に
高
き
松
か
え

万
代
も
替
ら
ぬ
神
の
恵
に
は
清
き
操
を
見
す
る
松
か
枝

守
る
て
ふ
神
の
斎
庭
に
お
ひ
栄
ふ
松
の
葉
色
の
常
盤
堅
盤
に

忠
幸
亭

　
義
堅

　
義
尚

　
真
泰

　
重
元

　
那
綱

　
忠
幸

　
正
明

　
忠
俊

神
慮
幾
代
を
か
け
し
住
吉
の
岸
の
姫
松
波
も
な
れ
来
て

露
霜
に
お
か
れ
ぬ
色
を
御
社
の
代
々
の
恵
を
松
の
下
か
げ

み
そ
な
へ
と
替
ら
ぬ
色
を
神
垣
の
幾
重
か
染
る
松
の
を
と
え
に

神
代
よ
り
今
も
て
か
へ
ぬ
色
を
し
も
ふ
か
く
御
垣
の
松
は
恵
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
周
布
村

　
　
　
　
　
庭
初
雪
　
　
　
　
　
　
　
亥
十
一
月
十
一
日

寒
増
る
庭
の
嵐
の
つ
ら
さ
を
も
忘
れ
て
向
ふ
初
雪
の
空

珍
し
く
今
朝
降
庭
の
初
雪
は
春
の
吉
野
の
花
は
物
か
は

寒
る
夜
の
ね
覚
佗
し
き
し
の
・
め
の
白
き
を
見
れ
ば
底
の
初
雪

き
の
ふ
迄
あ
れ
か
し
庭
も
お
の
つ
か
ら
夜
の
間
に
清
く
な
り
し
初
雪

清
め
せ
ぬ
庭
に
散
敷
木
の
は
さ
へ
闊
遠
に
見
ゆ
る
け
さ
の
初
雪

炭
竈
の
あ
た
り
床
敷
初
雪
の
け
ふ
し
も
庭
に
待
得
て
そ
見
る

時
と
て
や
き
の
ふ
の
紅
葉
其
儘
に
同
し
色
な
る
庭
の
初
雪

庭
も
せ
に
す
た
く
虫
の
音
こ
と
ふ
り
て
け
ふ
珍
し
く
積
る
初
雪

冬
く
れ
は
淋
し
さ
増
る
庭
の
お
も
し
ろ
く
成
ぬ
る
け
ふ
の
初
雪
北
条
村

　
　
　
　
　
寒
月
　
　
　
　
十
二
月
十
一
日

凧
の
音
さ
へ
っ
ら
き
柴
の
戸
に
す
め
る
も
寒
き
夜
半
の
月
影

山
里
は
い
と
・
嵐
の
は
げ
し
く
て
一
入
寒
る
月
の
影
か
は

夕
風
の
や
・
吹
送
る
鐘
の
音
も
立
渡
り
ぬ
る
山
端
の
月

冬
な
れ
や
暮
れ
は
い
と
・
寒
渡
る
風
も
い
と
は
す
出
る
月
影

忍
ふ
身
は
寒
さ
を
余
所
に
足
引
の
山
の
端
出
る
月
も
恨
め
し

空
さ
へ
て
山
三
越
る
凧
の
音
も
い
と
は
ぬ
夜
半
の
月
影

松
風
の
音
さ
へ
寒
き
夜
半
な
れ
と
戸
さ
・
て
や
見
ん
庭
の
月
影

空
寒
き
嵐
に
つ
る
・
浮
雲
の
眺
の
跡
に
清
き
月
影

釣
簾
捲
て
寒
さ
い
と
は
ぬ
盃
の
さ
や
か
に
移
る
宵
の
月
影

冬
枯
の
佗
し
き
庵
の
軒
端
に
も
床
し
く
止
る
夜
半
の
月
影

透
問
ふ
く
寒
き
嵐
は
い
と
へ
共
等
閑
な
ら
ぬ
窓
の
月
影

　
小
敏

　
同

　
同

　
同

重
元
亭

忠
幸

義
堅

真
泰

忠
俊

雷
雨

義
尚

重
元

秀
惟

忠
幸

義
尚
亭

　
義
壁

　
重
元

　
義
尚

　
真
泰

　
那
綱

義
雄

　
惟
秀

　
同

　
信
繁

　
正
明

　
忠
幸

2
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柴
の
戸
は
つ
ら
さ
床
し
さ
と
り
く
に
寒
き
嵐
も
月
も
洩
来
て

又
た
く
ひ
嵐
も
寒
る
志
賀
の
浦
や
氷
る
汀
に
移
る
月
影

　
　
　
　
　
初
春
　
　
　

壬
子
正
月
十
一
日

松
竹
の
代
々
に
替
ら
ぬ
し
め
縄
の
長
く
そ
祝
ふ
春
を
迎
へ
て

長
閑
成
代
は
久
方
の
き
そ
始
幾
重
の
春
に
逢
そ
め
て
た
き

明
ぬ
れ
は
春
の
初
の
色
そ
ひ
て
一
し
ほ
ふ
か
き
庭
の
梅
か
香

初
春
の
印
と
見
え
て
き
の
ふ
け
ふ
雲
は
霞
に
立
替
り
け
り

お
し
な
へ
て
春
の
初
の
空
な
れ
や
一
入
匂
ふ
軒
の
梅
か
・

見
渡
は
外
山
の
霞
立
な
ひ
き
空
も
長
閑
に
明
る
初
春

佐
保
姫
の
織
や
錦
の
狭
衣
に
あ
い
う
と
る
け
さ
の
初
春

お
の
つ
か
ら
四
方
に
霞
を
敷
嶋
の
道
有
御
代
と
誹
る
初
春

久
か
た
の
空
に
霞
や
か
け
ま
く
も
か
し
こ
き
御
代
の
今
朝
の
初
春

　
　
　
　
庭
青
柳
　
　
　
　
子
二
月
＋
百

佐
保
姫
の
織
や
霞
の
唐
錦
み
と
り
も
深
き
庭
の
青
柳

朝
日
影
さ
す
か
に
庭
も
長
閑
成
春
の
姿
を
幸
す
る
青
柳

長
閑
さ
に
庭
に
は
風
の
音
も
せ
て
や
う
や
く
靡
く
庭
の
青
柳

沓
音
の
長
閑
に
霞
む
鞠
の
庭
前
る
を
窪
む
青
柳
の
下

時
な
れ
や
空
も
一
つ
に
青
柳
の
い
と
長
閑
成
庭
の
あ
け
ほ
の

糸
遊
や
か
・
る
手
わ
さ
に
青
柳
の
緑
に
愛
し
庭
の
池
水

朝
露
の
糸
を
伝
ひ
て
下
り
し
は
詠
ゑ
な
ら
ぬ
庭
の
青
柳

浅
緑
立
そ
ふ
庭
の
春
風
に
染
て
乱
る
・
青
柳
の
糸

是
も
又
錦
か
庭
に
織
は
へ
て
糸
よ
り
か
・
る
春
の
青
柳

春
雨
の
晴
行
庭
の
夕
気
色
一
し
ほ
継
る
青
柳
の
色

長
閑
成
庭
に
嵐
の
吹
か
ら
に
乱
そ
め
に
し
青
柳
の
糸

庭
の
面
や
寄
て
あ
く
迄
乗
る
駒
の
あ
ほ
り
の
風
を
い
と
ふ
青
柳

　
　
　
　
　
軒
端
花
　
　
　
　
子
三
月
＋
百

　
　
忠
幸

　
　
　
同

新
宮
真
心
亭

　
　
義
堅

　
　
　
同

　
　
義
尚

　
　
　
真
泰

　
　
　
重
元

　
　
　
知
義

　
　
　
正
明

　
　
　
忠
幸

　
　
　
忠
俊

北
条
義
尚
亭

　
　
　
真
泰

　
　
　
忠
幸

　
　
　
重
元

　
　
　
義
尚

　
　
　
忠
俊

　
　
　
知
義

　
　
　
義
安

　
　
　
義
雄

　
　
　
同

　
　
　
義
囮

　
　
　
正
明

　
　
　
義
堅

周
布
重
元
亭

芦
の
屋
に
人
の
音
せ
ぬ
軒
端
に
も
よ
し
と
賑
ふ
花
の
盛
は

朝
日
影
長
閑
に
移
る
軒
端
に
は
や
・
と
き
初
る
花
の
下
紐

山
里
や
常
の
う
さ
を
は
春
毎
の
軒
端
に
近
き
花
に
慰
む

い
つ
も
降
物
に
は
あ
れ
と
軒
端
成
花
に
そ
い
と
ふ
春
雨
の
空

と
ふ
袖
も
絶
て
住
ふ
る
軒
端
に
も
春
と
て
花
の
盛
忘
れ
す

詠
や
る
軒
は
の
花
の
盛
に
そ
栄
ふ
る
宿
の
程
は
し
ら
る
れ

限
り
な
く
栄
ふ
る
宿
と
白
妙
に
さ
け
る
軒
は
の
花
の
色
く

深
山
辺
や
ま
た
寒
か
へ
る
軒
は
に
も
春
と
て
花
の
咲
初
に
け
り

我
庵
は
よ
る
へ
定
ぬ
三
吉
野
や
軒
は
の
花
の
あ
か
ぬ
香
そ
聞

色
も
香
も
雲
井
に
移
る
軒
は
成
花
の
詠
は
あ
く
と
し
も
な
し

問
人
の
し
る
へ
と
や
見
ん
我
宿
の
軒
端
に
深
き
花
の
色
香
を

待
得
て
は
春
の
軒
は
の
友
な
れ
や
花
の
錦
は
た
・
ま
く
そ
お
し

香
も
深
き
花
に
埋
め
る
宿
な
れ
や
軒
端
離
れ
ぬ
鶯
の
声

音
も
せ
て
そ
こ
ら
降
敷
夜
の
雪
は
軒
は
の
花
の
閥
そ
圏
剛
國
る

佗
て
住
葎
の
宿
は
軒
端
成
花
故
に
こ
そ
人
も
と
ひ
く
れ

　
　
　
　
　
池
上
藤
　
　
　
　
　
　
　
子
四
月
十
｝
日

□
ね
ど
池
の
國
の
藤
の
花
詠
固
あ
か
ぬ
友
の
ま
團

紫
の
衣
洗
ふ
と
見
え
け
る
は
浪
に
う
つ
ろ
ふ
藤
浪
の
色

咲
か
・
る
池
の
辺
の
藤
浪
は
空
も
｝
つ
に
紫
の
い
ろ

池
水
に
其
名
に
し
お
ふ
紫
の
ゆ
か
り
求
め
て
移
る
㎜
騰
團

紫
の
雲
と
ま
か
ひ
て
汀
な
る
梢
の
藤
そ
池
［
目
圃

池
の
面
庭
も
て
り
そ
ふ
紫
の
色
震
元
に
よ
す
る
藤
浪

詠
や
る
空
も
一
つ
に
紫
の
色
香
も
深
し
池
の
藤
波

池
水
の
底
迄
白
ふ
色
見
え
て
松
の
梢
に
か
・
る
藤
波

朝
白
影
さ
や
か
に
移
る
紫
の
所
縁
を
し
た
ふ
池
の
藤
波

池
水
に
移
り
て
咲
け
る
藤
の
花
一
か
た
な
ら
ぬ
詠
こ
そ
す
れ

義
堅

真
泰

知
義

重
元

義
尚

義
安

忠
幸

忠
俊

茂
真

秀
世

義
雄

同小
敏

成
真

同

A
．
井
村
義
安
亭

　
　
　
義
堅

　
　
　
義
尚

　
　
　
義
安

　
　
　
忠
幸

　
　
　
忠
俊

　
　
　
真
泰

　
　
　
知
義

　
　
　
同

　
　
　
重
考

　
　
　
実
秀
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白
　
　
方

勝

静
な
る
池
の
面
に
立
波
は
梢
の
藤
の
移
る
な
り
け
り

年
毎
に
花
を
そ
し
つ
む
池
の
面
手
に
結
は
れ
ぬ
藤
浪
の
色

吹
ね
共
波
難
色
や
池
の
面
一
し
ほ
深
き
紫
の
藤

自
か
ら
余
所
へ
も
洩
る
・
池
水
の
底
さ
へ
深
き
藤
波
の
色

写
絵
も
つ
く
さ
れ
な
く
に
池
の
面
咲
藤
波
の
か
・
る
詠
は

　
　
　
　
　
沢
　
螢

田
野
村

昼
も
見
ゆ
る
影
な
ら
は
さ
そ
花
雪
に
お
と
ら
し
物
を
沢
の
螢
は

五
月
闇
沢
辺
に
す
た
く
螢
を
は
草
き
る
賎
の
打
火
か
と
見
る

五
月
雨
の
躍
る
問
も
な
き
沢
辺
に
は
わ
け
て
さ
や
け
し
圓
黒
影

見
渡
は
沢
辺
か
・
や
く
螢
火
の
散
か
と
す
れ
は
又
園

夕
闇
の
あ
や
め
も
わ
か
ぬ
草
□
に
沢
辺
そ
し
る
き
螢
火
の
影

沢
水
に
う
か
む
螢
は
五
月
闇
圏
単
比
こ
そ
盛
也
け
れ

五
月
雨
の
比
は
あ
や
な
し
沢
水
の
圃
明
ら
か
に
す
た
く
圓
因

五
月
闇
沢
辺
の
水
に
影
圏
ふ
る
閃
囹
星
か
と
ま
か
ふ
圏
旧
囚

螢
灰
囮
身
を
も
こ
か
し
て
思
ひ
川
沢
辺
は
更
る
夜
半
も
い
と
は
団

其
思
ひ
深
き
沢
辺
に
螢
火
の
薬
品
身
を
圏
こ
か
し
つ
る
哉

　
　
　
　
　
樹
上
蝉
　
　
　
　
　
　
　
子
壬
五
月
十
一
日

黄
昏
は
空
も
お
ぼ
つ
か
な
く
蝉
の
高
き
梢
に
響
く
描
く

独
行
旅
も
慰
む
夏
山
の
高
き
梢
に
蝉
の
諸
声

涼
し
さ
を
な
れ
も
め
つ
る
か
山
陰
の
高
き
梢
に
蝉
の
声
く

夕
立
の
晴
行
跡
の
梢
に
は
わ
け
て
涼
し
き
蝉
の
食
く

陰
茂
る
木
々
の
梢
の
高
け
れ
ば
空
に
聞
ゆ
る
蝉
の
諸
声

茂
り
そ
ふ
木
々
の
梢
に
い
さ
ぎ
よ
く
似
た
り
や
瀧
の
蝉
の
声
く

風
に
あ
ら
て
木
々
の
梢
の
音
信
は
心
地
涼
し
き
蝉
の
羽
衣

枝
高
き
木
々
の
梢
の
蝉
の
声
聞
も
涼
し
き
夕
暮
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

　
　
　
　
　
垣
夕
顔
　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
一
日

　
成
真

　
茂
真

　
政
忠

　
同

　
小
敏

義
堅
亭

　
忠
幸

　
真
泰

　
知
義

　
義
理

　
重
元

　
義
尚

　
義
堅

　
茂
真

　
政
忠

　
同

忠
幸
亭

　
知
義

　
真
泰

　
義
尚

　
重
元

　
義
安

　
忠
幸

　
忠
俊

　
正
明

士
。
田
知
義
亭

時
な
れ
や
賎
か
あ
し
や
の
籠
さ
へ
色
よ
く
見
ゆ
る
夕
白
ハ
の
花

た
そ
か
れ
や
置
白
露
に
色
ま
し
て
垣
ほ
に
か
・
る
夕
虹
ハ
の
花

黄
昏
は
賎
か
ま
か
き
も
打
し
め
り
露
に
色
そ
ふ
夕
白
日
の
花

賎
か
屋
の
戸
ほ
そ
も
わ
か
ぬ
黄
昏
に
独
さ
や
け
き
夕
自
ハ
の
花

柴
の
戸
や
さ
せ
る
え
に
し
も
あ
ら
垣
に
心
へ
た
て
ぬ
圏
花

皆
人
は
花
を
そ
め
つ
る
圓
國
は
み
を
楽
し
む
や
圓
團
園

　
　
　
　
　
白
　
菊
　
　
　
　
　
　
　
子
九
月
十
一
日

袖
む
れ
て
覚
る
け
ふ
の
幾
［
H
目
］
い
っ
こ
も
さ
そ
［
〕
白
菊
の
花

闘
劇
陽
團
庭
は
千
草
の
色
く
に
瀾
］
ふ
る
澗
国
白
菊
再
挙

翻
人
の
宿
と
は
更
に
白
菊
の
花
そ
あ
る
し
を
し
た
ふ
中
立

］
本
も
折
せ
し
と
も
る
白
菊
の
ま
か
き
吹
こ
す
風
そ
つ
れ
な
き

紅
葉
せ
し
木
々
の
梢
は
茂
け
れ
と
菊
よ
り
外
に
ま
す
色
も
間

朝
霧
の
深
く
棚
引
ま
か
き
に
も
ま
き
れ
す
匂
ふ
白
き
く
の
花

こ
と
草
は
う
ら
枯
渡
る
秋
の
・
に
今
を
盛
と
匂
ふ
八
重
菊

　
　
　
　
　
森
時
雨
　
　
　
　
子
＋
月
賦
二
日

旅
衣
立
と
・
ま
り
て
森
の
下
に
誰
も
時
雨
の
晴
間
を
そ
待

詠
や
る
峯
は
夕
日
の
指
な
か
圏
三
笠
の
森
は
時
雨
こ
そ
ふ
れ

ぬ
る
・
を
も
い
と
は
さ
ら
め
や
初
時
雨
森
の
嵐
の
さ
そ
ふ
紅
葉
・

庵
近
き
森
に
嵐
の
音
つ
れ
て
冬
き
に
け
り
と
夕
時
雨
降

空
は
ま
た
曇
り
も
圏
囹
す
森
の
下
は
木
の
葉
交
り
の
時
雨
社
ふ
れ

夕
日
さ
す
森
の
木
の
葉
は
照
な
か
ら
音
信
渡
る
村
時
雨
哉

　
　
　
　
　
雪
中
松
　
　
　
　
　
子
十
一
月
二
日

お
し
な
へ
て
こ
と
色
見
え
ぬ
雪
中
に
木
高
き
松
の
影
そ
圏
け
き

降
積
て
野
山
圏
そ
れ
と
白
雪
に
し
る
き
は
松
の
操
也
け
り

降
積
る
夜
の
間
の
雪
に
常
盤
成
松
の
葉
色
も
別
れ
さ
り
け
り

白
雪
の
つ
も
ら
さ
り
せ
は
中
く
に
松
の
操
の
跡
は
見
嗣

真
泰

重
元

義
尚

知
義

忠
幸

同

A
フ
井
義
安
亭

義
堅

忠
幸

国
元

義
尚

知
義

同忠
俊

斐
義
尚
亭

　
　
　
義
堅

　
　
　
忠
幸

　
　
　
義
尚

　
　
　
知
義

　
　
　
重
元

　
　
　
忠
俊

氷
見
忠
幸
亭

　
　
　
義
堅

　
　
　
忠
幸

　
　
　
義
尚

　
　
　
知
義
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朝
夕
に
馴
し
軒
は
の
松
た
に
も
積
れ
る
雪
の
色
は
珍
ら
し

夜
と
共
に
寒
る
嵐
に
降
雪
も
さ
す
か
に
積
ぬ
庭
の
松
か
枝

野
も
山
も
面
し
色
成
白
雪
の
つ
も
れ
る
中
に
高
き
松
か
枝

白
雪
の
降
積
れ
共
岡
の
辺
や
盤
渓
松
は
色
も
替
ら
す

　
　
　
　
　
忍
恋
　
　
　
子
±
月
＋
百

う
し
や
ロ
ハ
人
め
を
忍
ふ
思
川
く
み
て
ほ
す
て
ふ
時
し
な
け
れ
ば

祈
ら
ん
と
忍
ひ
て
震
に
貴
船
川
よ
す
圏
も
波
の
か
・
る
思
ひ
を

ま
・
な
ら
ぬ
物
と
は
し
れ
と
見
蓋
し
を
謙
る
・
間
な
く
圏
ふ
梯

ゆ
る
さ
れ
ぬ
平
め
の
関
の
有
に
社
忍
ふ
心
の
奥
は
ふ
か
け
れ

思
ふ
か
と
と
は
れ
ぬ
程
に
包
め
共
忍
ひ
兼
ぬ
る
罷
工
け
り

ま
よ
は
し
と
思
ひ
な
か
ら
も
忍
路
は
風
の
音
に
も
心
お
か
れ
て

足
引
の
山
路
を
た
と
る
心
地
し
て
忍
ふ
思
ひ
の
限
り
し
ら
れ
す

　
　
　
　
　
隣
家
梅
　
　
　
　
子
＋
二
月
＋
百

心
あ
ら
は
匂
ひ
も
ら
せ
よ
梅
の
花
よ
し
中
垣
の
隔
あ
り
共

是
も
又
な
ら
ふ
隣
の
情
と
て
う
へ
ぬ
宿
に
も
送
る
梅
か
香

風
吹
は
匂
ひ
ま
す
也
隣
な
る
百
枝
の
梅
の
花
咲
る
比

香
に
め
て
・
立
脚
そ
つ
く
せ
中
垣
よ
隣
の
梅
の
匂
ひ
隔
つ
な

我
宿
に
梅
の
匂
ひ
は
満
に
け
り
花
と
隣
に
見
る
斗
か
は

吹
送
る
風
の
便
に
隣
成
梅
の
匂
ひ
そ
霞
に
も
り
来
る

軒
並
ふ
宿
の
中
垣
吹
や
越
花
を
隣
の
梅
の
下
か
せ

は
か
り
見
ん
あ
な
た
の
主
の
色
も
認
許
す
詰
紐
垣
の
梅
か
香

人
な
ら
は
浮
名
や
立
ん
中
垣
を
越
て
こ
な
た
に
通
ふ
梅
か
・

　
　
　
　
　
若
菜
　
　
　
　
釜
正
月
＋
百

　
　
　
同

　
　
　
重
元

　
　
　
忠
俊

　
　
　
信
口

田
野
義
堅
亭

　
　
　
重
元

　
　
　
義
堅

　
　
　
義
尚

　
　
　
忠
幸

　
　
　
知
義

　
　
　
忠
俊

　
　
　
義
安

寒
か
へ
る
風
も
い
と
は
す
初
春
の
よ
き
た
め
し
に
も
若
菜
を
そ
摘

名
に
も
画
す
け
ふ
こ
そ
は
つ
め
初
春
や
あ
し
た
の
原
の
若
な
・
れ
共

あ
ら
玉
の
春
の
野
面
瀬
に
誘
ひ
て
行
来
も
繁
く
若
な
摘
園

士
口
田
知
義
亭

　
　
義
堅

　
　
義
尚

　
　
　
重
元

　
　
　
知
義

　
　
義
安

　
　
忠
俊

　
　
義
雄

　
　
　
同

　
　
　
忠
幸

肩
口
田
知
義
亭

　
　
　
忠
幸

　
　
　
忠
俊

　
　
義
尚

老
の
身
も
年
立
帰
る
唐
衣
う
ら
珍
し
く
若
な
つ
む
也
　
　
　
　
　
　
　
骨
細

淡
雪
の
晴
間
も
ま
た
す
春
日
野
に
然
諾
む
れ
て
若
な
摘
也
　
　
　
　
　
重
元

春
毎
に
若
な
つ
む
也
芹
川
の
か
は
ら
ぬ
例
幾
代
へ
ぬ
ら
ん
　
　
　
　
　
同

春
毎
の
例
か
は
ら
す
春
日
野
や
数
も
限
ら
す
若
な
を
そ
摘
　
　
　
　
　
知
義

　
　
　
　
　
林
野
花
　
　
　
　
　
　
　
丑
三
月
十
一
日
　
　
　
A
フ
井
面
安
亭

立
並
ふ
木
々
の
梢
は
緑
に
て
す
き
ま
に
洩
る
花
そ
床
し
き
　
　
　
　
　
義
堅

春
な
れ
や
生
干
ぬ
る
常
盤
木
の
二
成
花
も
時
を
忘
れ
す
　
　
　
　
　
□

見
渡
は
み
と
り
も
深
く
生
続
く
木
の
問
に
為
る
花
の
色
圓
　
　
　
　
［

誰
人
の
住
る
出
そ
う
し
ろ
成
林
の
中
に
花
を
ま
し
へ
て
　
　
　
　
　
知
義

春
く
れ
て
林
の
色
も
み
と
り
成
語
に
紛
ぬ
花
の
夕
は
へ
　
　
　
　
　
重
元

詠
や
る
園
の
林
の
木
の
間
に
も
咲
そ
ふ
花
の
色
は
か
く
れ
す
　
　
　
　
慰
安

誰
と
て
も
と
は
團
林
の
木
の
ま
よ
り
顕
れ
見
ゆ
る
花
の
色
か
を
　
　
　
義
雄

消
残
る
雪
か
と
更
に
み
山
へ
の
林
の
中
に
さ
け
る
桜
は
　
　
　
　
　
忠
幸

比
と
今
林
の
木
々
も
緑
成
中
に
床
し
き
花
の
夕
は
へ
　
　
　
　
　
　
忠
俊

色
深
き
松
の
林
の
緑
に
も
そ
ま
ぬ
木
の
ま
の
花
の
夕
は
へ
　
　
　
　
□

其
梢
し
け
き
林
の
ひ
ま
も
り
て
咲
そ
ふ
花
の
色
そ
こ
日
　
　
　
　
□

　
　
　
　
　
岸
款
冬
　
　
　
丑
夘
月
＋
百
　
　

忠
幸
亭

川
水
に
色
を
移
せ
ば
山
吹
の
花
も
さ
な
か
ら
岸
に
寄
浪
　
　
　
　
　
　
義
堅

川
岸
に
今
を
盛
と
咲
色
は
よ
し
画
引
の
山
吹
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
真
泰

隔
れ
と
わ
り
な
き
中
や
吉
野
川
名
詮
流
て
岸
の
山
吹
　
　
　
　
　
　
　
知
義

同
圏
の
色
も
盛
の
花
な
れ
や
い
ふ
に
い
は
れ
ぬ
岸
の
山
吹
　
　
　
　
義
尚

咲
色
も
｝
入
深
し
川
岸
の
波
に
ゆ
ら
る
・
山
吹
の
花
　
　
　
　
　
　
　
重
元

草
も
木
も
緑
の
申
に
二
色
を
尋
て
霞
に
岸
の
山
吹
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
幸

影
移
る
色
は
一
入
水
底
に
深
く
そ
直
ゆ
る
岸
の
山
吹
　
　
　
　
　
　
　
忠
俊

誰
と
て
も
尋
て
震
に
岸
辺
成
熟
の
色
香
も
深
き
山
吹
　
　
　
　
　
　
　
政
忠

　
　
　
　
　
郭
公
　
　
　
丑
五
月
＋
百
　
　
　
重
元
亭
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白
　
　
方

勝

待
人
は
あ
ま
た
有
と
も
郭
公
我
宿
に
ま
つ
百
千
返
鳴
ヶ
　
　
　
　
　
義
堅

五
月
闇
あ
や
め
も
見
え
ぬ
子
規
寒
雷
僻
し
る
へ
幽
け
れ
　
　
　
　
　
　
真
幸

今
更
に
夢
か
と
斗
子
規
ね
覚
の
床
に
お
と
つ
る
・
團
　
　
　
　
　
　
義
尚

五
月
闇
空
も
お
ほ
っ
か
鳴
声
に
心
づ
く
し
ぬ
山
郭
公
　
　
　
　
　
　
　
知
義

余
所
よ
り
も
初
音
や
早
き
子
規
花
橘
の
匂
ふ
あ
た
り
は
　
　
　
　
　
　
重
元

ま
た
深
く
思
へ
と
て
や
は
郭
公
ほ
の
か
に
過
る
夜
半
の
忍
音
　
　
　
　
義
雄

と
斗
の
そ
ら
ね
を
も
哉
子
規
は
か
ら
る
・
共
嬉
し
か
ら
ま
し
　
　
　
　
同

聞
馴
て
後
を
思
へ
は
郭
公
初
音
を
良
し
程
は
物
か
は
　
　
　
　
　
　
　
忠
幸

五
月
闇
何
を
し
る
へ
に
ほ
と
・
き
す
い
つ
こ
と
も
な
く
声
無
し
て
　
　
忠
俊

飛
渡
る
影
は
見
え
ね
と
子
規
鳴
声
い
っ
こ
夕
暮
の
空
　
　
　
　
　
　
　
政
忠

　
　
　
　
　
夕
立
　
　
　
丑
七
月
十
一
日
　
　
義
堅
亭

時
の
問
に
端
た
る
空
を
い
か
な
れ
は
か
く
さ
は
か
し
と
す
さ
ふ
夕
立
　
義
堅

分
て
猶
暑
さ
を
佗
る
旅
衣
ひ
と
へ
に
涼
し
夕
立
の
空
　
　
　
　
　
　
　
義
尚

淡
路
嶋
通
ふ
小
船
も
時
の
ま
に
雲
隠
行
須
磨
の
夕
立
　
　
　
　
　
　
重
元

ぬ
る
・
共
よ
し
い
と
は
め
や
涼
風
に
先
立
て
来
る
夕
立
の
雨
　
　
　
　
知
義

漕
船
も
し
は
し
は
笈
に
漆
川
嵐
は
け
し
き
夕
立
の
空
　
　
　
　
　
　
　
同

降
と
見
し
其
山
の
端
を
吹
越
て
風
に
先
立
夕
立
の
雲
　
　
　
　
　
　
義
雄

雲
間
よ
り
横
に
日
影
は
指
な
か
ら
空
は
し
き
り
に
す
さ
ふ
夕
立
　
　
　
忠
幸

山
の
端
に
雲
か
・
る
か
と
見
る
内
に
早
打
そ
・
く
夕
立
の
空
　
　
　
　
忠
俊

曇
る
か
田
見
れ
圏
足
引
の
山
の
は
宥
る
夕
立
の
雨
　
　
　
　
高
閣

名
に
も
似
す
影
社
見
え
ね
鏡
山
曇
り
も
深
き
夕
立
の
空
　
　
　
　
　
　
応
需

　
　
　
　
　
浦
月
　
　
　
　
　
丑
八
月
五
日

須
磨
の
浦
汐
諸
土
ハ
に
指
出
る
影
も
さ
や
け
き
秋
の
よ
の
月

浦
風
も
身
に
入
渡
る
海
つ
ら
や
限
り
も
し
ら
ぬ
月
の
詠
は

浦
伝
ふ
波
の
う
ね
く
影
見
え
て
水
底
清
き
秋
の
よ
の
月

藻
塩
焼
串
の
海
士
さ
へ
長
夜
を
佗
て
や
す
め
る
有
明
の
月

壬
生
川
義
雄
亭

　
　
　
義
尚

　
　
　
　
知
義

　
　
　
　
重
元

　
　
　
義
雄

浪
の
色
は
よ
る
共
見
え
す
須
磨
の
浦
風
も
静
に
直
る
月
影

明
石
て
ふ
名
を
も
た
と
ら
す
浦
浪
の
よ
る
と
は
見
え
ぬ
有
明
の
月

浦
風
や
波
の
よ
る
く
み
か
・
れ
て
汀
は
こ
と
に
清
き
月
影

　
　
　
　
　
暮
山
鹿
　
　
　
丑
九
月
＋
吉
　
　
斐

深
山
辺
や
淋
し
さ
増
る
夕
暮
に
い
っ
こ
共
な
く
鹿
の
声
く

暮
て
行
道
は
寂
し
き
足
引
の
山
の
あ
な
た
に
鳴
鹿
の
声

い
と
・
さ
へ
秋
は
物
う
き
山
本
に
聞
も
男
鹿
の
夕
暮
の
声

山
里
は
さ
ら
て
も
淋
し
夕
暮
の
あ
や
な
く
鹿
の
声
そ
物
瞬
圏

圏
圏
し
さ
は
た
と
ふ
る
物
も
な
く
鹿
の
声
か
す
か
成
山
本
の
暮

山
里
は
い
と
・
淋
し
き
夕
暮
に
さ
て
も
お
ほ
っ
か
滋
藤
の
声

　
　
　
　
　
夜
霰
　
　
　
　
丑
±
月
＋
百

寒
る
夜
は
枕
国
忌
か
屋
に
そ
れ
か
と
繭
霰
ふ
る
音

賎
か
や
は
い
と
・
佗
し
き
冬
の
よ
の
寒
き
を
い
か
に
霰
ふ
る
音

寒
る
夜
を
い
と
ひ
明
し
つ
降
積
る
古
屋
の
霰
の
音
さ
へ
も
な
く

小
夜
更
て
端
た
は
し
る
音
さ
け
は
い
と
・
ね
覚
の
床
そ
佗
し
き

寒
る
夜
は
賎
か
笹
屋
の
殊
更
に
心
く
だ
け
て
ふ
る
あ
ら
れ
哉

冬
の
夜
は
い
と
・
寒
さ
を
板
□
に
音
も
は
け
し
く
降
霰
最

小
夜
更
る
ま
・
に
寒
さ
や
増
る
ら
ん
嵐
に
つ
れ
て
霰
ふ
る
音

か
き
曇
り
あ
や
め
も
見
え
ぬ
冬
の
夜
は
音
に
忙
し
れ
霰
ふ
る
と
は

音
に
の
み
聞
そ
佗
し
き
夜
の
宿
あ
た
ら
霰
を
見
る
由
も
な
く

庭
の
面
か
の
こ
ま
た
ら
に
終
夜
積
る
霰
を
見
ぬ
そ
佗
し
き

忠
俊

忠
幸

同尚
書

知
義

重
元

義
雄

義
尚

忠
幸

同

新
宮
真
泰
亭

　
　
　
義
尚

か
き
曇
り
ふ
る
や
今
宵
の
霰
た
に
見
る
よ
し
も
な
く
明
さ
ん
も
う
し

　
　
　
　
　
初
春
梅
　
　
　
　
二
千
正
月
＋
百

空
は
ま
た
寒
帰
れ
共
初
春
の
け
し
き
は
梅
の
花
に
厳
し
れ

春
く
れ
は
空
も
霞
の
色
そ
ひ
て
一
入
深
き
園
の
梅
か
香

ま
た
盛
な
ら
て
匂
ひ
は
一
入
に
は
な
珍
し
き
初
春
の
梅

壬
生
川

知
義

義
雄

真
泰

重
元

義
安

忠
幸

忠
俊

正
明

重
久

罪
人

義
雄
亭

　
直
属

　
義
尚

　
重
元
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初
春
や
空
の
光
と
も
ろ
共
に
さ
そ
乗
る
ら
ん
梅
の
色
か
は

治
れ
る
御
代
の
た
め
し
を
初
春
の
色
香
に
乱
す
る
里
の
梅
枝

初
春
の
梢
に
判
る
梅
の
花
ふ
か
き
色
香
は
何
に
た
く
へ
ん

久
方
の
空
も
長
閑
き
初
春
の
梅
の
色
香
に
し
く
物
は
な
し

色
も
香
も
お
の
つ
か
ら
也
初
春
の
け
し
き
は
梅
の
花
に
そ
有
け
る

知
義

義
雄

正
明

忠
幸

忠
俊

　
　
天
満
宮
の
社
司
の
本
に
て
初
春
梅
と
い
ふ
題
に
て
人
々
寄
よ
み
侍
り
け
る
時

　
　
　
当
宮
の
御
神
徳
を
仰
ぎ
奉
り
て
　
ま
た
な
き
心
を
か
け
ま
く
も
か
し
こ
ま

　
　
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
幸
上

天
満
□
神
の
光
圓
初
春
の
色
香
も
ふ
か
し
み
つ
か
き
の
梅

　
　
あ
な
か
し
こ

　
　
　
　
　
帰
雁
　
　
　
寅
三
月
十
一
日
　

新
宮
真
泰
亭

秋
来
れ
は
渡
る
も
の
と
は
し
り
な
か
ら
猶
恨
め
し
き
帰
る
雁
か
ね
　
　
忠
幸

い
か
な
れ
は
帰
る
と
り
く
多
き
中
に
わ
け
て
名
高
き
天
つ
雁
か
ね
　
同

春
さ
れ
は
四
方
の
気
色
も
長
閑
成
否
を
急
き
て
帰
る
雁
か
ね
　
　
　
　
義
堅

跡
先
に
友
よ
ひ
つ
れ
て
帰
る
さ
の
名
残
や
惜
む
天
つ
雁
か
ね
　
　
　
　
指
巻

新
し
き
春
て
ふ
空
を
い
か
な
れ
は
古
里
へ
と
て
帰
る
雁
か
ね
　
　
　
　
知
義

今
更
に
名
残
そ
惜
き
帰
る
温
血
は
雲
井
に
霞
む
明
ほ
の
　
　
　
　
　
　
義
善

い
か
斗
嬉
し
か
ら
ま
し
古
里
へ
帰
ら
ん
と
思
ふ
雁
の
心
は
　
　
　
　
　
重
元

い
か
な
れ
は
花
を
は
よ
そ
に
こ
ち
風
を
圓
て
越
路
に
帰
る
雁
か
ね
　
　
義
安

古
里
を
忍
ふ
心
の
先
立
て
花
を
は
跡
に
帰
る
雁
か
ね
　
　
　
　
　
　
　
正
明

来
る
春
の
時
や
遅
し
と
待
佗
て
思
ふ
越
路
に
帰
る
雁
か
ね
　
　
　
　
　
同

故
郷
に
い
か
成
契
り
有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
て
帰
る
か
り
か
ね

　
　
　
　
　
寄
花
恋
　
　
　
　
　
　
　
寅
三
月
十
一
日
　
　
　
　
　
重
元
亭

人
目
の
み
忍
ふ
の
山
の
桜
花
ひ
ら
け
ん
程
を
待
そ
物
う
き
　
　
　
　
　
忠
幸

契
り
置
て
人
の
心
の
花
の
色
う
つ
ら
ふ
時
の
な
き
よ
し
も
團
　
　
　
忠
俊

花
の
色
に
お
と
ら
ぬ
君
か
情
に
は
身
を
忘
れ
て
も
あ
は
む
と
そ
思
ふ
　
正
明

送
り
に
し
文
に
心
を
お
く
山
の
峯
を
へ
た
て
し
花
の
悌

難
面
も
終
に
な
ひ
か
ん
梢
な
る
花
に
思
ひ
の
数
つ
も
り
な
は

花
を
見
る
歪
な
ら
な
団
濁
江
や
底
の
思
ひ
の
晴
間
や
は
あ
る

恋
く
て
哀
れ
い
っ
か
は
逢
坂
の
せ
き
ち
の
花
を
と
も
に
詠
め
ん

恋
す
て
ふ
人
の
心
の
花
の
色
う
つ
ら
ふ
後
そ
物
う
か
り
け
る

　
　
　
　
　
神
社
夘
花
　
　
　
　
　
　
寅
四
月

さ
な
か
ら
に
白
布
園
こ
そ
御
社
の
ほ
と
り
に
咲
る
青
花
の
色

里
わ
か
ぬ
色
と
は
更
に
御
社
の
木
の
問
に
さ
へ
や
咲
る
夘
花

夕
郭
公

以
下
六
首
夘
五
月
十
日
義
雄
丈
へ
遣

兼
題
之
他
知
義
物
語
に
詠
て

夕
暮
は
い
と
・
お
ぼ
つ
か
な
く
声
も
い
っ
こ
成
ら
ん
山
時
鳥

郭
公
心
し
て
な
け
夕
暮
は
待
て
ふ
時
と
な
れ
も
し
ら
す
や

　
　
　
　
　
森
五
月
雨

目
に
近
き
森
の
梢
も
晴
や
ら
ぬ
雲
に
隔
つ
る
五
月
雨
の
比

見
馴
つ
る
山
の
端
い
っ
こ
い
つ
み
成
し
の
た
の
森
の
五
月
雨
の
囲

　
　
　
　
　
寄
風
恋

人
な
ら
は
あ
た
名
や
立
ん
玉
だ
れ
の
ひ
ま
求
め
つ
・
通
ふ
夕
風

か
く
と
た
に
干
し
ら
せ
は
や
我
思
ひ
う
は
の
空
心
風
の
便
り
に

夕
郭
公

以
下
廿
九
首
乙
夘
五
月
十
六
日
北
条
会
之
作

　
　
　
　
同
月
汁
．
五
日
従
壬
生
川
題
来

人
な
ら
は
い
さ
と
も
更
に
時
鳥
あ
た
に
や
す
き
ぬ
夕
暮
の
空

な
の
ら
す
は
い
か
て
し
る
へ
き
時
鳥
ま
つ
に
か
い
あ
れ
夕
暮
の
比

夕
暮
の
覚
束
な
く
も
し
の
ひ
ね
は
わ
れ
の
み
き
か
せ
山
時
鳥

時
鳥
め
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
共
い
つ
く
と
も
な
く
夕
闇
の
声

闇
分
て
ゆ
く
や
か
へ
る
や
時
鳥
な
く
は
い
つ
こ
と
夕
暮
の
空

橘
の
匂
ふ
軒
端
は
郭
公
声
も
ま
ち
か
き
夕
暮
の
空

義
尚

義
雄

知
義

重
元

義
安

忠
幸

同忠
幸

同同同同同義
雄

同重
元

知
義

小
敏

同
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白
　
　
方

勝

夕
へ
こ
し
八
重
の
葎
に
ほ
の
見
え
て
声
あ
ら
は
る
・
時
鳥
哉
一
色
弥
兵
衛

障
な
く
夕
は
笈
に
し
た
ひ
来
て
明
澄
空
に
時
鳥
な
く

雲
く
ら
く
鳴
す
て
・
行
郭
公
ゆ
ふ
へ
の
空
に
の
こ
る
一
声

　
　
　
　
　
森
五
月
雨

降
積
る
杜
の
木
の
間
の
そ
れ
そ
と
も
わ
か
て
や
け
ふ
も
五
月
雨
の
空

け
ふ
と
て
圏
H
］
森
の
下
雫
ふ
ち
と
も
な
ら
ん
五
月
雨
の
比

降
く
ら
す
日
数
も
し
ら
す
神
南
備
の
森
も
一
入
五
月
雨
の
囲

五
月
雨
の
晴
間
も
哉
と
旅
人
の
足
な
み
い
そ
く
神
南
備
の
森

日
数
へ
て
ふ
る
五
月
雨
に
ま
染
ぬ
下
葉
や
朽
ん
衣
手
の
杜

茂
り
そ
ふ
杜
の
下
か
げ
か
き
く
も
り
み
と
り
も
う
す
き
五
月
雨
の
色

け
ふ
幾
日
森
の
木
の
間
に
き
り
お
ほ
ひ
は
れ
る
ひ
ま
な
く
五
月
雨
の
比

ま
き
れ
な
く
つ
・
め
る
森
に
た
つ
き
り
は
降
く
ら
す
ら
ん
五
月
雨
比

か
き
く
ら
し
い
く
日
程
ふ
る
五
月
雨
の
葉
す
へ
波
よ
る
森
の
下
草

森
か
け
に
住
身
は
い
と
・
淋
し
き
に
打
続
た
る
さ
み
た
れ
の
比

　
　
　
　
　
寄
風
恋

吹
送
る
風
の
便
も
う
き
こ
と
の
身
に
し
む
ま
・
の
恋
そ
苦
し
き

立
添
て
く
す
の
う
ら
風
忍
ふ
に
も
あ
ま
り
て
恋
の
身
に
そ
そ
め
て
き

詮
重

同無
名

義
雄

同重
元

知
義

小
敏

同詮
重

無
名

無
名

義
尚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

只
な
ら
ぬ
う
ら
や
ま
し
国
待
宵
の
風
に
手
を
お
ふ
ね
や
の
と
ほ
し
火
知
義

せ
め
て
ロ
ハ
空
吹
風
の
便
に
も
な
ひ
く
と
き
か
ん
こ
と
の
は
も
か
な
　
　
重
元

し
ら
せ
は
や
心
な
き
さ
の
あ
し
の
は
も
浦
吹
風
に
な
ひ
く
な
ら
ひ
を
小
敏

恋
渡
る
身
の
な
ら
ひ
に
や
う
き
心
う
は
の
二
成
風
に
任
せ
て
　
　
　
同

思
ひ
よ
り
ぬ
れ
は
別
れ
の
つ
ら
か
ら
ん
風
の
た
つ
き
も
心
づ
く
し
を
詮
重

契
り
よ
り
そ
ま
は
わ
か
れ
の
い
や
ま
し
に
忍
ふ
風
さ
へ
心
づ
く
し
を
同

吹
送
る
便
も
あ
れ
な
川
風
に
逢
瀬
も
波
の
音
た
ゆ
る
比
　
　
　
　
　
無
名

秋
風
の
ひ
・
く
と
ほ
そ
に
通
ひ
来
て
下
露
も
ろ
き
恋
の
う
つ
り
か
　
　
義
尚

盟
　
麦

以
下
六
首
乙
夘
五
月
十
二
日
従
壬
生
川
題
来

　
　
　
　
同
汁
七
日
調
遣
ス

亥
±
月
＋
九
日

三
蕎
老
へ
　
に
く
か
ら
ぬ
鈍
な
れ
は
と
て
昔
よ
り
そ
の
名
に
し
お
ふ
撫
子
の
花

短
尺
一
一
遣

　
　
　
　
聞
及
ふ
か
ら
く
れ
な
み
の
色
を
今
笈
に
見
せ
た
る
や
ま
と
な
で
し
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
　
螢

　
　
　
　
夕
さ
れ
は
沢
辺
の
螢
な
れ
も
又
も
ゆ
る
思
ひ
の
や
る
か
た
や
な
き

　
　
　
　
水
の
面
に
移
る
光
を
し
た
ひ
て
や
沢
辺
を
さ
し
て
ゆ
く
螢
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
松
祝

　
　
　
　
君
か
代
の
栄
へ
久
し
き
例
に
は
た
え
す
子
日
の
松
を
こ
そ
ひ
け

　
　
　
　
へ
宮
柱
下
つ
岩
根
に
敷
立
て
う
こ
か
ぬ
御
代
に
住
谷
の
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
所
月

弊
粗
鉱
遣
浦
風
は
浪
路
は
る
か
に
吹
晴
て
そ
ら
す
み
吉
の
月
そ
さ
や
け
き

　
　
　
　
比
は
秋
月
は
清
見
か
関
な
れ
や
風
に
波
こ
そ
よ
る
と
見
え
け
れ

〔
詩
歌
雑
稿
〕
　
〈
抄
V

き
よ
め
せ
ぬ
賎
か
垣
根
も
清
ら
か
に
咲
乱
れ
ぬ
る
夕
顔
の
花

忠
幸

同同心同君同同

　
乙
酉
仲
冬
十
四
日

　
　
妙
昌
信
女
三
回
忌
哀
詞

人
間
変
化
最
堪
悲
　
寒
暑
三
回
猶
即
時
　
香
火
焼
鼠
返
皆
実
　
熟
観
往
事
雨
眉
遅

廻
り
く
る
月
日
は
か
り
を
か
た
み
に
て
む
か
し
が
た
り
と
成
そ
悲
し
き

　
　
丙
成
十
一
月
廿
七
日
壬
生
川
悼
矢
野
早
世
遣
干
歪
面
渡
辺
氏
而
述
真
情
極
月
　
遣
ス

幻
夢
浮
世
最
堪
恨
　
乱
雁
催
耳
聞
計
時
　
有
見
生
前
容
貌
健
　
惜
夫
天
性
覚
知
奇

　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

と
や
か
く
と
い
と
ま
む
わ
さ
も
化
し
野
の
印
の
数
に
君
を
な
し
つ
る

高
橋
宗
見
雅
丈
］
日
顛
倒
の
足
立
も
直
ら
す
古
人
と
成
竹
ふ
　
誠
【
浮
世
の
変
浄
塩
あ

る
ま
し
き
事
な
か
ら
あ
ま
り
成
大
変
更
に
誠
と
も
思
は
れ
す
　
至
哀
に
文
な
し
と
は

先
達
の
格
言
也
　
ま
し
て
我
等
こ
と
き
は
そ
れ
ま
て
に
も
あ
ら
す
　
か
た
は
ら
い
た

3
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き
事
な
れ
共
尊
霊
の
好
物
な
れ
は
寸
志
を
述
て
大
唐
大
和
の
寄
の
や
う
成
年
を
手
向

奉
り
ぬ

春
月
頻
霞
聞
計
時
　
年
来
懇
意
入
愁
眉
　
熟
思
容
貌
不
離
眼
　
殊
惜
平
生
立
志
奇

無
人
の
影
は
心
に
う
か
ひ
出
て
忘
れ
が
た
み
は
こ
し
方
の
こ
と

　
　
　
　
　
な
に
事
も
な
き
は
な
ら
ひ
の
霞
哉

　
　
　
　
　
　
　
己
酉
三
月
十
八
日
七
々
日
＝
遣
ス

　
　
奉

　
　
新
宮
大
明
神
広
前
　
詠
寄
社
頭
和
歌
　
　
　
　
　
　
　
正
六
位
紀
朝
臣
忠
幸

国
を
ま
も
る
め
く
み
あ
ら
た
の
み
や
は
し
ら
た
て
そ
め
し
ょ
り
い
く
代
へ
ぬ
ら
む

　
　
元
文
四
乙
未
五
月
汁
］
日
吉
祥
寺
閑
居
住
持
・
祝

　
　
謹
て
　
　
老
比
丘
の
閑
居
し
給
ふ
を
祝
し
奉
る
と
て
　
　
　
　
　
紀
忠
幸
上

い
さ
を
し
の
な
り
て
浮
世
を
遁
て
し
人
の
心
の
奥
そ
ゆ
か
し
き

た
の
し
み
を
極
む
と
い
ふ
は
老
の
後
世
を
の
か
れ
た
る
入
に
そ
有
け
る

　
　
恭
祝
　
　
忍
貴
師
為
吉
祥
寺
主

従
来
性
環
海
無
量
　
今
応
師
教
主
吉
祥
　
縞
素
望
怯
伸
慶
賀
　
虚
伝
密
法
三
春
昌

　
　
密
教
山
主
と
成
給
ふ
心
を

ひ
そ
か
成
教
て
ふ
名
の
山
道
を
ま
よ
は
て
登
り
得
た
る
か
し
こ
さ

　
　
噺
　
安
山
公
賀
不
肖
退
休
見
恵
詩
歌
三
芳
韻
　
　
　
　
　
　
　
　
指
月
拝

自
董
饒
舌
耕
詩
量
　
歌
道
根
元
宜
吉
祥
　
寸
起
句
高
唐
鋤
頂
　
由
来
局
発
万
愚
昌

馴
来
つ
る
浮
世
を
廻
る
法
車
老
を
扶
け
て
暁
を
ま
つ

〔
柿
本
明
神
奉
納
詠
〕

　
　
通
題

　
　
　
納
　
涼
　
風

神
の
ま
す
も
り
の
木
陰
は
あ
つ
さ
を
も
し
ら
ゆ
ふ
な
ひ
く
風
の
す
・
し
さ

周
回

ま
た
き
ょ
り
秋
も
か
よ
ひ
て
夕
露
の
す
・
し
く
お
つ
る
も
り
の
下
風

塩
風
も
こ
・
に
か
よ
ひ
て
な
つ
こ
ろ
も
う
ら
と
を
か
ら
ぬ
も
り
の
す
・
し
さ

し
け
り
あ
ふ
木
の
聞
の
風
の
す
・
し
さ
に
夏
を
よ
そ
な
る
も
り
の
【
幽

夕
風
に
こ
・
ろ
の
ち
り
も
は
ら
ふ
ま
て
す
・
し
さ
あ
か
ぬ
も
り
の
神
垣

安
永
三
年
六
月
十
八
日
納
涼
会
当
座

石
岡
入
幡
宮
社
中

柿
本
明
神
法
楽
詠
五
十
首

　
　
　
題
者
延
享
元
年
甲
子
入
月
十
入
日

　
　
　
石
見
国
高
角
社
御
奉
納
　
　
桜
町
院
勅
題
也

山
回
春

海
上
霞

松
　
鶯

梅
　
風

故
郷
柳

夜
帰
雁

峯
春
月

尋
　
花

言
の
は
の
み
ち
の
光
も
あ
ら
玉
の

は
る
に
さ
か
ゆ
く
た
か
つ
の
・
山

の
と
け
さ
は
た
く
ひ
も
浪
の
幾
千
里

か
す
み
わ
た
れ
る
は
る
の
海
は
ら

春
風
の
吹
も
の
と
け
き
松
か
え
に

な
れ
て
や
き
な
く
う
く
ひ
す
の
声

香
に
に
ほ
ひ
梅
さ
く
比
の
春
風
に

は
な
見
ぬ
里
の
さ
か
り
し
ら
る
・

く
ち
の
こ
る
柳
の
木
の
め
春
な
か
ら

あ
れ
に
し
宿
は
人
も
と
ひ
こ
す

こ
し
の
海
や
か
す
め
る
浪
の
よ
る
も
猶

月
に
そ
か
へ
る
は
る
の
か
り
か
ね

更
行
は
わ
き
て
あ
は
れ
も
在
明
の

み
ね
の
こ
す
ゑ
に
か
す
む
月
か
げ

に
ほ
ひ
く
る
風
を
し
る
へ
に
山
ふ
か
く

猶
わ
き
て
見
ん
花
の
し
ら
く
も

垂
垂

心
妻

通
文

在
真

宥
　
宝

見
　
明

自
　
然

尚
　
正

貞
　
閾

惟
　
義

貞
　
中

通
　
辰
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良
　
　
方

勝

見
　
花

落
　
花

岸
藤

春
山
田

新
　
樹

聞
時
鳥

早
　
苗

夏
　
月

夏
　
艸

夕
立
雲

納
　
涼

艸
　
花

野
外
虫

う
き
わ
さ
も
春
は
わ
す
れ
て
年
毎
の

花
に
ご
・
ろ
を
つ
く
し
て
そ
見
る

吹
風
の
さ
そ
へ
は
あ
た
に
や
ま
ざ
く
ら

ふ
も
と
の
雪
と
ふ
り
つ
も
り
ぬ
る

水
底
に
ご
き
む
ら
さ
き
の
い
ろ
見
え
て

さ
き
こ
そ
か
・
れ
き
し
の
藤
な
み

ま
た
き
ち
る
花
の
浪
を
も
せ
き
起
て

い
そ
く
山
田
の
賎
か
な
は
し
ろ

を
く
露
の
光
も
そ
ひ
て
玉
か
し
は

の
き
は
す
・
し
く
し
け
る
此
こ
ろ

岡
の
名
の
橘
か
ほ
る
木
の
も
と
を

す
き
か
て
に
な
く
山
ほ
と
・
き
す

う
へ
わ
た
す
小
田
の
若
苗
重
重
に

な
ひ
く
み
と
り
も
見
え
て
す
・
し
き

夏
の
夜
の
月
に
も
あ
き
の
お
も
か
け
を

そ
ら
に
や
見
せ
て
す
め
る
す
・
し
さ

此
圓
囹
は
ひ
と
つ
み
と
り
に
し
け
り
あ
ひ
て

花
圏
な
つ
野
の
尾
花
萩
か
え

見
る
う
ち
に
遠
の
高
根
は
雲
は
れ
て

ゆ
ふ
た
ち
き
ほ
ふ
里
の
ひ
と
む
ら

夏
衣
た
ち
よ
る
袖
に
露
ち
り
て

す
・
し
さ
し
む
る
森
の
下
風

咲
ま
し
る
千
種
か
中
に
色
わ
き
て

見
る
も
は
へ
あ
る
秋
萩
の
花

う
ら
み
て
や
む
し
の
鳴
ら
ん
秋
ふ
か
く

な
る
み
の
野
へ
の
露
の
夜
さ
む
を

信
　
三

光
利

久
　
次

周
　
三

日
　
誠

惟
　
政

政
義

真
　
清

常
　
房

演
　
政忠

在
　
真

忠
　
尚

岡
　
三

浦
秋
夕

月
出
山

橋
　
月

関
　
月

播
衣

秋
時
雨

賎
菊
匂

紅
　
葉

暮
　
秋

朝
木
枯

寒
　
芦

河
千
鳥

秋
萩
の
花
も
盛
に
な
り
ぬ
ら
し

野
す
ゑ
の
岡
に
小
鹿
な
く
也

さ
ひ
し
さ
は
た
く
ひ
も
浪
に
音
添
て

う
ら
風
わ
た
る
秋
の
ゆ
ふ
く
れ

山
風
に
雲
は
あ
と
な
く
吹
は
れ
て

さ
や
か
に
出
る
あ
き
の
夜
の
月

岩
浪
の
を
と
さ
へ
更
て
秋
の
夜
の

月
す
み
わ
た
る
宇
治
の
川
橋

諸
人
の
こ
え
や
す
き
代
に
罪
な
ら
て

何
か
も
る
ら
ん
ふ
は
の
関
山

聞
も
う
し
秋
の
あ
は
れ
も
ふ
か
き
夜
の

さ
む
さ
に
賎
か
衣
う
つ
こ
ゑ

さ
ら
て
し
も
秋
は
被
の
露
け
き
に

い
か
て
し
く
る
・
ゆ
ふ
辺
な
る
ら
ん

咲
の
こ
る
花
に
も
露
を
か
け
と
め
て

に
ほ
ひ
そ
ふ
か
き
ま
せ
の
白
菊

う
す
く
こ
く
時
雨
に
そ
む
る
紅
葉
は
の

い
つ
も
は
へ
あ
る
あ
き
の
や
ま
の
は

い
つ
し
か
と
外
山
し
く
れ
て
行
秋
を

　
　
　
マ
マ

な
れ
も
小
男
の
音
に
や
な
く
ら
ん

露
霜
は
そ
め
ぬ
軒
は
の
椎
紫
も

け
さ
ふ
き
し
ほ
る
庭
の
木
か
ら
し

霜
に
か
れ
雪
に
お
れ
ふ
す
芦
の
は
の

こ
ほ
る
入
江
に
の
こ
る
さ
む
け
さ

な
か
れ
洲
に
霜
も
こ
ほ
り
て
駆
る
夜
の

河
辺
を
さ
む
み
千
鳥
な
く
也

里
　
遠

久
　
次

存
　
道

信
　
寄

忠
　
成

在
　
真

周
　
円

雅
　
直

見
　
明

貞
　
中

宥
　
宝

真
　
清

日
　
誠

3
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初
　
雪

深
　
雪

鷹
狩

炭
竈

忍
久
恋

待
門

別
恋

顕
　
恋

恨
恋

旧
　
恋

松
積
年

巌
　
苔

鶴
立
干

時
雨
に
は
つ
れ
な
き
松
も
う
つ
も
れ
て

け
さ
は
ひ
と
つ
に
み
ね
の
初
雪

け
ぬ
る
う
へ
に
又
ふ
り
そ
ひ
て
白
雪
の

ふ
か
く
つ
も
ワ
の
浦
の
ま
さ
こ
ち

か
り
く
ら
す
ほ
と
は
さ
む
さ
に
白
雪
の

つ
も
れ
る
野
へ
を
分
る
か
り
人

山
賎
の
世
わ
た
る
わ
さ
の
い
と
な
さ
も

け
ふ
り
に
し
る
き
峯
の
炭
竈

涙
こ
そ
袖
に
は
せ
か
め
年
月
の

つ
も
る
お
も
ひ
を
い
か
に
つ
・
ま
ん

さ
り
圏
も
お
も
ひ
か
へ
し
て
待
ふ
か
す

心
や
何
を
し
る
へ
な
る
ら
む

名
残
な
を
し
た
ふ
別
に
顧
圓
圏
そ
へ
て

あ
か
つ
き
い
そ
く
鳥
か
ね
は
う
し

せ
き
あ
ま
る
袖
の
涙
や
な
か
れ
け
ん

さ
て
し
も
今
は
う
き
名
と
り
川

あ
ま
の
子
に
あ
ら
ぬ
わ
か
身
の
い
か
な
れ
は

う
ら
み
て
の
み
や
年
の
経
ぬ
ら
ん

い
か
に
か
く
身
に
は
そ
ふ
ら
ん
年
経
て
も

逢
見
ぬ
中
の
人
の
お
も
か
け

年
経
て
も
色
は
か
は
ら
し
幾
千
世
の

み
と
り
も
わ
か
の
浦
の
松
か
え

う
ご
き
な
き
山
の
巌
の
苔
こ
ろ
も

た
・
み
か
さ
ね
て
幾
代
ふ
り
け
ん

幾
千
年
鶴
も
す
む
ら
し
あ
か
し
か
た

す
さ
き
に
た
て
る
松
を
友
に
て

政
　
義

惟
義

惟
　
政

雅
　
直

演
　
政

貞
　
闘

存
　
道

忠
自
　
然

通
　
辰

忠
　
尚

光
　
利

貞
　
中

名
所
市

述
懐

祝
　
雪

は
り
ま
か
た
行
か
ふ
人
の
た
え
や
ら
て

し
か
ま
の
市
の
た
・
ぬ
日
も
な
し

神
垣
の
け
ふ
の
手
向
に
言
の
は
の

道
の
め
く
み
を
あ
ふ
く
諸
々

言
の
は
の
道
の
さ
か
へ
を
神
か
き
に

見
せ
て
生
そ
ふ
千
代
の
松
か
え

詠
百
首
和
歌

立
　
春

朝
　
霞

谷
　
鶯

残
　
雪

若
　
葉

里
　
梅

唐
　
梅

春
月

梓
弓
や
ち
よ
を
か
け
て
た
つ
春
の

ひ
か
り
の
と
か
に
霞
む
神
垣

朝
日
影
出
る
ひ
か
り
も
ほ
の
く
と

の
と
か
に
か
す
む
春
の
山
の
は

ふ
る
と
し
の
雪
に
と
ち
た
る
谷
の
戸
も

あ
け
て
は
る
め
く
鶯
の
こ
ゑ

山
姫
の
霞
の
衣
う
す
く
し
て

の
こ
る
す
そ
野
の
雪
の
さ
む
け
き

長
閑
な
る
日
影
ま
ち
え
て
雪
ぎ
へ
の

か
た
野
の
わ
か
な
今
や
つ
む
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

尚
　
正

周
　
円

忠
　
成

従
四
位
下
上
八
介
鴨
県
主

　
　
　
　
　
祐
　
為

熊
野
本
宮
社
司
音
無
左
近

　
　
　
　
　
　
長
　
之

萩
生
守
屋
又
兵
衛

　
　
　
　
　
　
久
　
充

田
野
野
口
浅
之
助

　
　
　
　
　
　
恵
道

丹
原
野
口
万
作

　
　
　
　
　
　
貞
　
闘

さ
そ
ひ
く
る
に
ほ
ひ
も
誌
か
し
名
に
し
お
ふ
当
所
林
昌
寺
上
人

梅
津
の
里
の
花
の
は
る
風

咲
梅
の
さ
か
り
の
比
は
え
た
か
は
す

こ
と
木
も
に
ほ
ふ
軒
の
春
風

そ
こ
と
な
く
く
も
る
と
見
る
や
春
の
夜
の

な
ら
ひ
に
か
す
む
空
の
月
影

朝
倉
武
田
彰
治

見
　
明

　
　
　
　
　
　
紀

壬
生
川
垂
水
覚
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
信

明
友
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自
　
　
方

勝

春
　
曙

帰
　
雁

春
　
雨

岸
　
柳

待
　
花

初
　
花

見
　
花

花
　
盛

落
　
花

山
　
三

池
　
藤

暮
　
春

更
　
衣

花
鳥
の
い
ろ
音
も
ふ
か
く
立
こ
め
て

か
す
む
野
山
の
春
の
あ
け
ほ
の

散
こ
ろ
の
う
さ
に
あ
は
し
と
春
の
か
り

さ
か
り
の
花
に
わ
か
れ
ゆ
く
ら
む

ふ
る
と
し
も
わ
か
ぬ
斗
に
う
ち
し
め
る

霞
の
衣
は
る
さ
め
の
そ
ら

水
に
う
つ
る
影
も
な
ひ
き
て
川
風
に

む
か
ふ
き
し
ね
の
青
柳
の
糸

此
こ
ろ
は
春
の
や
ま
辺
に
旅
ね
し
て

ま
つ
さ
く
は
な
を
待
そ
わ
ひ
ぬ
る

朝
日
さ
す
か
け
も
に
ほ
ひ
て
ほ
の
か
に
も

あ
く
る
外
山
の
峯
の
初
花

山
鳥
の
尾
上
の
花
の
さ
き
し
よ
り

な
か
く
し
日
を
あ
か
す
こ
そ
見
れ

長
閑
し
な
今
を
さ
か
り
と
野
も
山
も

に
ほ
ひ
み
ち
ぬ
る
花
の
春
風

お
し
む
に
も
猶
あ
ま
り
あ
り
春
風
に

さ
そ
は
れ
て
ち
る
花
の
色
香
は

行
春
の
ひ
と
へ
に
お
し
き
こ
・
ろ
を
も

い
は
て
や
見
す
る
八
重
の
山
吹

風
わ
た
る
池
の
み
き
は
の
ま
つ
か
え
に

な
ひ
き
て
か
・
る
藤
浪
の
花

し
は
し
た
に
う
つ
る
日
数
は
と
・
ま
ら
て

く
れ
ゆ
く
け
ふ
の
春
お
し
そ
お
も
ふ

色
も
香
も
夏
の
こ
ろ
も
に
か
へ
ぬ
れ
は

こ
・
う
そ
の
こ
る
花
そ
め
の
袖

北
条
黒
河
右
平
太

京
都
森
河
主
計

北
条
神
護
寺

吉
田
日
野
重
吉

通
　
久

周
　
サ

湛
　
空

　
　
　
　
　
　
政

壬
生
川
西
川
善
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
孟

小
松
町
渡
部
友
右
衛
門

忠

義雅

川
之
江
吉
祥
院
法
印

　
　
　
　
　
　
宥
　
寿

当
所
高
橋
伝
三
郎
妻

　
　
　
　
　
　
以
久
女

明
利
川
一
色
新
三
良

　
　
　
　
　
　
重
　
通

朝
倉
渡
部
新
蔵

　
　
　
　
　
　
敬
　
武

萩
生
飯
尾
治
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
忠
　
賢

小
松
御
家
中
飯
塚
順
安

　
　
　
　
　
　
尊
道

今
治
御
家
中
江
嶋
助
之
進

　
　
　
　
　
　
為
親

卯
　
花

待
郭
公

聞
郭
公

郭
公
稀

古
郷
橘

早
苗

五
月
雨

鵜
　
川

夏
　
草

叢
　
螢

夏
　
月

夕
　
立

杜
　
蝉

て
る
月
の
影
か
と
見
え
て
さ
き
つ
・
く
　
　
壬
生
川
竹
田
藤
兵
衛

し
つ
か
か
き
ほ
の
よ
る
の
う
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
時
久

幾
夜
半
か
更
て
や
な
く
と
ね
も
や
ら
す
　
　
萩
生
森
河
伝
兵
衛

ま
つ
に
か
ひ
な
き
山
ほ
と
・
き
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輝
　
定

い
つ
ち
と
か
さ
し
て
を
ま
た
ん
ほ
と
・
き
す
今
治
御
家
中
多
羅
尾
弾
蔵

あ
や
な
き
や
み
の
夜
半
の
一
声

ふ
る
さ
れ
ん
世
を
う
し
と
て
や
し
の
ひ
音
に
川
之
江
脇
忠
治

ま
た
立
か
へ
る
山
ほ
と
・
き
す

む
か
し
を
も
猶
し
の
は
れ
て
ふ
る
さ
と
の
　
忠
成
息

ふ
り
し
軒
は
に
に
ほ
ふ
た
ち
は
な
，

時
そ
と
や
う
た
ひ
つ
れ
つ
・
乙
女
子
か

と
り
く
い
そ
く
小
田
の
若
苗

け
ふ
幾
日
ふ
る
屋
の
軒
端
く
つ
る
ま
て

は
れ
ぬ
五
月
の
あ
ま
雲
の
空

簿
火
の
影
な
か
り
せ
は
う
か
ひ
ふ
ね

ふ
か
き
よ
か
は
や
さ
し
ま
と
ふ
ら
ん

生
し
け
る
夏
野
の
草
の
中
に
し
も

は
へ
あ
る
花
や
さ
ゆ
り
な
て
し
こ

草
む
ら
の
露
の
か
す
く
あ
ら
は
れ
て

ほ
た
る
と
ひ
か
ふ
影
そ
す
・
し
き

見
る
ほ
と
も
な
つ
の
よ
な
く
月
か
け
を

空
に
の
こ
し
て
あ
く
る
し
の
・
め

時
の
問
に
日
影
く
も
り
て
ふ
く
風
に

す
・
し
く
き
ほ
ふ
夕
立
の
雲

丹
原
稲
井
助
治

小
松
清
楽
寺

当
所
佐
伯
見
琳

光
品

復
所

忠
　
尚

久
　
林

真
　
応

方
　
教

壬
生
川
矢
野
此
右
衛
門
妻

　
　
　
　
　
　
喜
美
女

多
喜
浜
飯
尾
兵
野
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
綿
　
雅

壬
生
川
秋
山
長
五
郎

　
　
　
　
　
　
住
　
矩

萩
生
真
鍋
正
三

　
　
　
　
　
　
忠
　
誼

あ
つ
き
日
も
か
け
ら
ふ
も
り
の
く
れ
か
け
て
上
冷
泉
家
御
内
松
永
康
之
進

を
や
ま
ぬ
せ
み
の
声
そ
し
く
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
　
雄
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夏
　
祓

早
　
秋

七
　
夕

萩
　
風

萩
　
露

女
郎
花

夕
　
虫

夜
　
鹿

初
　
鵬

秋
　
夕

山
　
月

野
　
三

川
　
月

年
波
も
な
か
は
な
か
れ
て
み
そ
き
す
る

ゆ
ふ
く
れ
す
・
し
加
茂
の
川
つ
ら

今
朝
は
は
や
ま
か
き
吹
こ
す
秋
風
に

き
り
の
ひ
と
は
や
ち
り
は
し
む
ら
ん

織
女
の
ち
き
り
は
い
く
夜
か
さ
ね
て
も

あ
ふ
は
ま
と
を
の
あ
ま
の
羽
衣

初
秋
に
聞
す
・
し
さ
も
こ
の
こ
ろ
は

な
れ
て
も
の
う
き
萩
の
う
は
風

は
へ
あ
れ
や
は
な
に
ひ
か
り
を
置
そ
へ
て

み
か
き
か
原
の
露
の
玉
萩

さ
た
め
な
き
風
に
な
ひ
き
て
を
み
な
へ
し

花
の
こ
・
う
も
う
し
ろ
め
た
し
ゃ

露
し
け
き
草
は
の
床
に
ゆ
ふ
月
の

か
け
ま
つ
む
し
の
音
を
や
鳴
ら
ん

山
田
も
る
し
っ
か
か
り
ほ
の
い
ね
か
て
に

き
・
わ
ひ
ぬ
ら
し
小
男
鹿
の
声

更
わ
た
る
月
の
よ
さ
む
に
そ
へ
て
き
く

こ
ゑ
も
身
に
し
む
秋
の
初
雁

敏
な
る
・
軒
は
の
ま
つ
の
あ
ら
し
さ
へ

こ
・
う
と
わ
ひ
し
秋
の
夕
暮

雲
霧
は
あ
ら
し
に
は
れ
て
い
や
た
か
き

い
よ
の
た
か
ね
の
月
の
さ
や
け
さ

分
て
ゆ
く
夜
半
も
あ
か
す
よ
む
さ
し
の
・

つ
ゆ
に
は
て
な
く
や
と
る
月
影

す
み
わ
た
る
月
の
ひ
か
り
に
川
み
つ
の

そ
こ
の
玉
藻
も
見
え
て
さ
や
け
き

小
松
御
家
中
矢
野
源
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
就
　
賢

桑
村
郡
実
報
寺
法
印

　
　
　
　
　
　
宥
　
宝

当
所
高
橋
兵
作
妻

　
　
　
　
　
　
し
つ
女

朝
倉
武
田
惣
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
宜
　
寄

萩
生
飯
尾
治
右
衛
門
妻

　
　
　
　
　
　
見
代
女

京
都
王
氏

　
　
　
　
　
　
嵩
難
欲

朝
倉
光
蔵
寺

　
　
　
　
　
　
叫
　
阿

壬
生
川
矢
野
此
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
政
　
則

丹
原
守
口
益
庵

　
　
　
　
　
　
貞
　
誠

池
田
神
野
平
治

　
　
　
　
　
　
通
　
見

小
松
三
嶋
宮
神
主
日
野
殿
司

　
　
　
　
　
　
真
　
亮

高
知
八
幡
宮
神
主
宮
原
出
羽

　
　
　
　
　
　
直
　
昌

朝
倉
無
量
寺

　
　
　
　
　
　
宥
三

江
　
月

浦
　
月

芭
　
菊

播
衣

暁
　
霧

岡
江
葉

庭
江
葉

九
月
尽

初
　
冬

時
　
雨

落
　
葉

朝
　
霜

寒
　
草

配
る
夜
の
松
の
あ
ら
し
に
き
り
は
れ
て

ひ
か
り
く
ま
な
き
住
の
江
の
月

浦
風
に
浪
の
う
き
き
り
ふ
き
は
れ
て

見
る
め
さ
や
か
に
す
め
る
月
か
げ

盛
に
は
野
へ
の
ち
く
さ
も
及
は
し
な

ま
か
き
の
き
く
の
花
の
い
ろ
く

富
里
も
お
な
し
夜
さ
む
に
た
へ
か
ね
て

あ
き
の
さ
こ
ろ
も
打
し
き
る
ら
ん

秋
山
の
ふ
も
と
を
め
く
り
た
ち
こ
め
て

ま
た
の
こ
る
夜
の
ふ
か
き
川
ぎ
り

此
こ
ろ
の
下
草
か
け
て
つ
ゆ
し
も
の

を
か
へ
の
も
み
ち
色
そ
・
ひ
ゆ
く

見
そ
あ
か
ぬ
夕
日
の
影
の
う
つ
ろ
ひ
て

猶
て
り
ま
さ
る
庭
の
紅
葉
は

多
喜
浜
神
野
忠
治

当
所
浄
法
寺

丹
原
北
大
路
助
軒

朝
倉
正
善
寺

側
　
明

成
　
羽

前
　
信

宥
　
応

壬
生
川
飯
尾
弥
一
右
衛
門
妻

　
　
　
　
　
　
市
　
女

禁
中
御
与
力
京
都
坂
本
文
蔵

　
　
　
　
　
　
賓
興

国
安
本
妙
寺

　
　
　
　
　
　
日
　
誠

け
ふ
の
み
の
あ
き
の
な
こ
り
と
な
か
む
れ
は
磯
神
社
神
主
越
後
守
従
五
位
下

い
と
・
身
に
し
む
夕
く
れ
の
空

は
つ
せ
や
ま
ひ
は
ら
の
嵐
を
と
さ
え
て

あ
け
ゆ
く
か
ね
に
冬
や
告
ら
ん

い
こ
ま
や
ま
雲
も
あ
し
と
く
峯
こ
え
て

ふ
も
と
の
里
に
し
く
れ
ふ
る
也

庭
の
面
の
梢
を
し
ほ
る
木
か
ら
し
に

お
ち
は
み
た
る
・
音
そ
は
け
し
き

ひ
ま
し
ろ
き
ま
き
の
板
屋
の
朝
霜
を

残
れ
る
月
の
影
か
と
そ
見
る

さ
ま
く
の
花
も
い
つ
し
か
ふ
ゆ
か
れ
て

秋
の
い
う
な
き
霜
の
下
草

　
　
　
　
　
　
秀

小
松
御
家
中
黒
田
良
水

　
　
　
　
　
　
勝

今
治
御
家
中
完
甘
弾
治

　
　
　
　
　
　
光

小
松
引
家
中
神
野
右
学

　
　
　
　
　
　
義

宇
馬
郡
半
田
矢
野
彦
惣

　
　
　
　
　
　
美

当
所
高
橋
武
八

　
　
　
　
　
　
重

起坐道
方

一一
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白
　
　
方

勝

千
　
三

水
　
鳥

マ
マ水

初
三

冬
　
月

鷹
狩

野
　
霰

浅
　
雪

積
雪

閑
中
雪

歳
　
暮

寄
月
恋

寄
雲
恋

寄
露
恋

難
波
か
た
潟
も
さ
た
め
す
託
し
ほ
の
　
　
　
丹
原
安
藤
弥
兵
衛

み
つ
の
う
ら
は
に
千
鳥
鳴
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
好

池
水
の
こ
ほ
り
の
床
に
を
し
か
も
の
　
　
　
当
所
高
橋
弁
治

む
れ
る
て
さ
む
き
夜
を
や
佗
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
興

さ
へ
く
し
夜
半
の
あ
ら
し
に
今
朝
は
は
や
壬
生
川
飯
尾
兵
蔵
妻

こ
ほ
り
そ
め
ぬ
る
庭
の
池
水

嶺
た
か
み
雪
を
て
ら
し
て
う
き
雲
の

た
へ
問
に
見
ゆ
る
月
そ
さ
む
け
き

は
し
鷹
の
つ
は
さ
を
し
は
し
休
つ
・

い
く
よ
も
と
な
く
あ
か
す
か
り
人

冬
か
れ
の
尾
花
か
袖
も
う
ち
な
ひ
き

あ
ら
れ
み
た
る
・
野
へ
の
さ
む
け
き

ち
り
つ
も
る
木
の
は
の
色
も
な
を
見
へ
て

ひ
と
へ
に
う
す
き
庭
の
初
雪

や
は
た
山
い
く
千
代
か
け
て
松
か
え
に

ふ
り
つ
も
る
ら
ん
雪
の
し
ら
ゆ
ふ

い
や
ふ
か
く
つ
も
れ
る
雪
に
み
ち
た
え
て

人
も
と
ひ
こ
ぬ
宿
の
し
つ
け
さ

河
水
は
こ
ほ
り
と
つ
れ
と
年
な
み
の

は
や
き
な
か
れ
は
よ
と
む
瀬
も
な
し

宵
の
間
の
人
目
を
し
の
ふ
か
よ
ひ
ち
に

く
も
る
や
月
の
な
さ
け
成
ら
ん

あ
ふ
事
は
あ
ら
し
に
ま
よ
ふ
う
き
雲
の

そ
ら
に
の
み
た
つ
名
を
い
か
・
せ
ん

ち
き
り
を
く
言
の
は
草
も
か
れ
は
て
・

露
の
な
さ
け
も
囹
團
あ
た
な
る

小
松
本
善
寺

之政

元
　
女

　
　
　
　
　
　
法
　
阿

京
都
大
井
幸
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
信
　
秀

当
所
高
橋
安
之
丞

　
　
　
　
　
　
町
回

北
条
里
…
河
右
平
太
妻

　
　
　
　
　
　
た
美
女

田
野
野
口
瀧
治

　
　
　
　
　
　
恵
　
適

綾
延
八
幡
宮
神
主
豊
田
織
之
助

　
　
　
　
　
　
義
　
辰

小
松
御
家
中
高
野
瀬
焉

　
　
　
　
　
　
光
　
利

土
居
加
地
文
助

　
　
　
　
　
　
盛
　
蚤

当
所
高
橋
与
市
左
衛
門
妻

　
　
　
　
　
　
志
免
女

宇
馬
郡
三
嶋
宮
神
主
宮
崎
長
門
守

　
　
　
　
　
　
貞
　
住

寄
三
三

寄
三
吟

寄
山
回

寄
三
三

寄
海
恋

寄
原
恋

寄
橋
恋

寄
木
恋

寄
草
恋

寄
鳥
恋

寄
虫
恋

寄
獣
恋

寄
三
三

ふ
る
雨
を
か
こ
と
に
な
し
て
こ
ぬ
人
を

ま
つ
に
か
ひ
な
く
更
る
夜
そ
う
き

つ
れ
も
な
き
人
の
こ
・
ろ
の
あ
き
風
に

う
ら
み
そ
た
へ
ぬ
野
へ
の
真
葛
葉

人
よ
し
の
は
ら
は
ぬ
ね
や
は
ち
り
ひ
ち
の

や
ま
と
し
た
か
く
つ
も
る
う
ら
み
を

い
っ
こ
へ
ん
あ
ふ
坂
山
そ
つ
れ
な
さ
の

心
の
せ
き
を
人
は
ゆ
る
さ
て

恋
わ
た
る
身
そ
よ
る
へ
な
き
捨
小
舟

ち
ひ
ろ
の
海
の
ふ
か
き
う
ら
み
に

露
の
身
の
き
え
は
て
よ
と
や
あ
た
ち
原

あ
さ
く
と
の
み
や
人
は
お
も
は
ん

末
つ
み
に
か
け
は
な
れ
な
は
い
か
・
せ
む

ち
き
り
そ
め
つ
る
ま
・
の
つ
き
は
し

杣
川
に
し
つ
む
も
う
し
ゃ
な
か
れ
木
の

よ
る
か
た
も
な
く
年
を
へ
ぬ
れ
は

す
ゑ
か
け
し
露
の
ち
き
り
も
あ
た
な
れ
や

い
う
か
は
り
ゆ
く
秋
の
草
葉
に

な
み
た
川
か
き
て
な
か
る
・
水
と
り
の

音
を
の
み
な
く
と
人
に
つ
け
は
や

幾
ゆ
ふ
辺
た
の
み
か
け
て
も
う
き
人
の

く
る
事
か
た
き
さ
・
か
に
の
糸

見
せ
は
や
な
ひ
と
り
ふ
す
る
の
床
の
上
に

か
た
し
く
袖
の
露
の
み
た
れ
を

な
き
玉
を
た
つ
ね
し
人
も
あ
る
も
の
を

た
の
め
し
事
に
な
と
わ
す
る
ら
ん

小
松
町
三
宅
川
嘉
平
太

　
　
　
　
　
　
常
　
重

当
所
伊
藤
弁
六

　
　
　
　
　
　
祐
　
浮

丹
原
野
口
太
五
良

　
　
　
　
　
　
公
　
貞

京
都
竹
内
松
月

　
　
　
　
　
　
光
　
昌

当
ゴ
所
古
同
熔
桐
次
み
佃
一
価
㎜
目

　
　
　
　
　
　
政
　
方

当
所
高
橋
伝
三
良

　
　
　
　
　
　
演
　
下

北
条
稲
生
政
之
丞

　
　
　
　
　
　
政
　
之

壬
生
川
皿
色
又
三

　
　
　
　
　
　
範
　
一

周
敷
神
杜
神
主
伊
佐
芹
斎

　
　
　
　
　
　
重
　
辰

今
治
御
家
中
水
谷
権
兵
衛

　
　
　
　
　
　
和
　
茂

当
所
三
宅
場
忠
蔵

　
　
　
　
　
　
常
房

今
治
御
家
中
岡
田
園
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
信
　
家

京
都
馬
杉
氏
九
十
翁

　
　
　
　
　
　
亨
安
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寄
三
三

寄
枕
恋

寄
月
一

両
原
日

浦
　
松

窓
　
竹

山
家
嵐

田
　
家

故
　
郷

海
　
路

罵
　
旅

述
懐

神
　
祇

と
も
に
見
し
む
か
し
を
思
ふ
涙
よ
り

む
か
ふ
か
・
み
の
影
そ
く
も
れ
る

又
も
あ
ふ
事
は
か
た
み
の
こ
ま
く
ら
に

つ
も
れ
る
ち
り
を
い
っ
か
は
ら
は
ん

う
ら
み
し
も
む
か
し
に
な
し
て
恋
衣

き
つ
・
な
れ
ぬ
る
中
の
わ
り
な
さ

む
す
ひ
を
く
か
ひ
こ
そ
な
け
れ
か
た
原
の

あ
は
て
と
し
ふ
る
中
の
ち
き
り
は

年
経
て
も
お
な
し
み
と
り
に
さ
か
へ
つ
・

な
さ
へ
老
せ
ぬ
□
の
浦
松

吹
と
な
き
風
に
そ
よ
き
て
深
き
夜
の

さ
ら
に
し
つ
け
き
窓
の
く
れ
竹

吹
た
ゆ
む
ひ
ま
こ
そ
な
け
れ
山
か
け
の

ま
つ
の
戸
ほ
そ
を
た
・
く
あ
ら
し
は

夕
気
た
く
そ
と
も
の
小
田
の
う
す
け
ふ
り

見
る
も
さ
ひ
し
き
賎
か
か
り
い
ほ

さ
ひ
し
さ
は
ま
さ
き
の
か
つ
ら
く
る
人
も

あ
ら
て
月
日
を
ふ
る
き
こ
の
庭

吹
を
く
る
風
に
ま
か
せ
て
は
る
く
と

ち
さ
と
の
浪
を
わ
く
る
船
人

古
郷
に
こ
と
っ
て
や
ら
ん
た
よ
り
さ
へ

と
を
さ
か
り
ゆ
く
ひ
な
の
長
路

山
の
井
の
み
つ
う
ら
あ
さ
き
こ
・
う
と
て

ま
な
ふ
か
ひ
な
き
我
身
を
そ
お
も
ふ

ま
も
り
ま
す
み
か
け
も
き
よ
き
石
清
水

ふ
か
き
恵
を
あ
ふ
か
さ
ら
め
や

国
安
越
智
辻
之
助

当
所
高
橋
泰
蔵

通
　
辰

　
　
　
　
　
　
惟

宇
．
馬
郡
三
嶋
前
谷
祐
治

　
　
　
　
　
　
時

吉
田
佐
伯
金
吾

　
　
　
　
　
定

今
治
光
林
寺
法
印

　
　
　
　
　
　
宥

京
都
小
沢
帯
刀

　
　
　
　
　
　
玄

当
所
岡
見
瑞

　
　
　
　
　
　
雅

政保長順
仲

直

小
松
御
家
中
飯
塚
順
安
妻

　
　
　
　
　
　
る
い
女

桜
井
芥
川
兵
作

　
　
　
　
　
　
茂
　
則

小
松
宝
寿
寺

　
　
　
　
　
　
見
　
阿

円
氏
寺
梅
柳
軒

　
　
　
　
　
　
周
　
円

今
治
矢
野
丹
作

　
　
　
　
　
　
尚
　
正

洛
新
玉
津
嶋
社
神
主
四
徳
亘

　
　
　
　
　
　
高
　
歩

　
　
　
　
う
れ
し
と
や
神
も
め
つ
ら
ん
も
ろ
入
の
　
　
願
主

祝
　
言

　
　
　
　
　
し
け
き
手
向
の
大
和
言
の
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠

　
　
追
加

　
　
　
　
　
寄
道
祝

あ
ふ
く
そ
よ
や
ま
と
言
葉
の
道
ひ
ろ
く
代
々
に
つ
た
へ
て
し
け
き
さ
か
へ
を

和
歌
の
う
ら
の
ま
つ
ふ
く
風
も
し
つ
か
に
て
お
さ
ま
れ
る
代
の
言
の
は
の
み
ち

和
歌
の
う
ら
や
ひ
ろ
ふ
玉
藻
の
か
す
く
に
つ
き
せ
ぬ
み
ち
を
い
は
ふ
言
の
葉

幾
よ
う
つ
代
々
に
さ
か
へ
ん
し
き
し
ま
の
み
ち
に
生
そ
ふ
や
ま
と
言
の
葉

言
の
葉
も
わ
き
て
さ
か
へ
ん
玉
ほ
こ
の
み
ち
あ
き
ら
け
き
御
代
の
た
め
し
に

治
れ
る
御
代
の
た
め
し
や
敷
し
ま
の
み
ち
に
し
け
れ
る
大
和
こ
と
の
葉

行
め
く
る
月
日
の
道
を
た
め
し
に
て
つ
き
せ
ぬ
御
代
を
い
は
ふ
諸
人

分
る
と
も
つ
き
ぬ
言
は
の
み
ち
は
な
を
い
く
代
久
し
く
さ
か
へ
ゆ
く
ら
む

幾
千
々
の
代
々
を
か
さ
ね
て
敷
嶋
の
み
ち
の
さ
か
へ
の
つ
き
ぬ
か
し
こ
さ

長
閑
に
も
霞
を
分
て
し
き
し
ま
の
み
ち
に
そ
あ
ふ
く
春
の
神
か
き

玉
鉾
の
道
は
た
え
せ
し
あ
ま
て
ら
す
か
み
の
光
を
は
し
め
と
は
し
て

源
　
氏
　
歌
集

源
氏
歌
集
〔
略
〕

　
新
玉
津
嶋
奉
納
和
歌
二
十
首

　
　
　
関
路
霞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
尊
寺
閑
居
珠

雲
霧
も
と
つ
る
を
い
か
て
園
路
の
関
に
か
す
み
の
名
を
と
・
め
け
ん

　
　
　
柳
掃
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
羅
尾
光

春
風
に
岸
根
を
は
ら
ふ
青
柳
の
い
と
に
み
た
る
・
水
の
白
玉

　
　
　
夜
春
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
寺
　
信

峯
品

安
成直

次
重
元

直
昌

義
行

忠
豊

忠
昌

直
信

惟
義

正
親

　
　
　
　
3
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白
　
　
方
　
　
　
　
　
勝

終
夜
身
の
ふ
る
こ
と
も
思
ひ
出
て
母
親
ぬ
ら
す
春
雨
の
空

　
　
　
遠
山
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
忠
　
真

誰
と
し
も
宿
は
し
ら
ね
と
行
て
見
ん
遠
山
も
と
の
花
の
さ
か
り
を

　
　
　
春
日
遅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
分
　
龍
岳

心
か
ら
い
と
ひ
入
ぬ
る
醒
す
み
も
あ
ま
り
し
つ
け
き
春
の
日
長
さ

　
　
　
朝
早
苗
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
武
朝

あ
せ
つ
・
き
う
へ
し
田
面
に
を
く
れ
し
と
早
苗
と
り
く
け
さ
い
そ
く
ら
し

　
　
　
市
郭
公
　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
前
屋
継
母

さ
は
き
た
つ
市
の
中
に
も
郭
公
き
・
う
る
人
に
初
音
も
ら
し
つ

　
　
　
垣
夕
顔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
女

露
結
ふ
賎
か
垣
根
の
お
く
見
え
て
さ
け
る
も
涼
し
花
の
夕
自
ハ

　
　
　
萩
移
袖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
部
　
綱
久

あ
か
す
猶
秋
の
・
遠
く
早
行
は
袖
に
色
そ
ふ
萩
か
花
す
り

　
　
　
風
前
鹿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
重
女

ま
は
き
ち
る
み
や
き
の
野
辺
の
秋
風
に
鹿
の
音
そ
は
ぬ
夕
暮
そ
な
き

　
　
　
霧
間
鷹
　
　
　
　
　
　
　
　
常
尊
寺
鵬
武

立
こ
め
て
そ
こ
と
も
わ
か
ぬ
山
の
は
の
き
り
よ
り
も
る
・
初
雁
の
声

　
　
　
橋
辺
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
よ
女

宇
治
橋
や
行
来
も
た
え
て
更
る
夜
に
月
影
の
み
そ
す
み
渡
り
け
る

　
　
　
菊
満
庭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
つ
女

秋
毎
に
い
や
う
へ
そ
へ
て
匂
ひ
さ
へ
解
に
み
つ
る
き
く
の
い
ろ
く

　
　
　
暁
落
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
頭
　
崇
　
延

齢
さ
そ
ふ
夢
は
あ
と
な
き
手
枕
に
木
の
は
ち
り
来
る
窓
の
明
ほ
の

　
　
　
嶋
千
鳥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
　
愚
弟

風
霜
の
つ
は
さ
や
さ
む
み
河
嶋
に
行
め
く
り
し
て
千
鳥
な
く
な
り

　
　
　
社
頭
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算
吉
隆

今
朝
は
又
あ
け
の
玉
垣
色
か
へ
て
つ
も
る
榊
の
雪
の
し
ら
ゆ
ふ

　
　
　
初
逢
恋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
嶋
　
為

年
月
の
恨
み
も
と
け
て
今
宵
こ
そ
む
す
ひ
そ
め
ぬ
れ
中
の
下
紐

　
　
　
津
名
恋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
正

か
く
浅
き
契
り
も
し
ら
て
あ
た
波
の
か
け
て
悔
し
き
う
き
名
取
川

　
　
　
漁
舟
火
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
沢
　
忠

暮
行
は
あ
ま
の
小
舟
も
漕
つ
れ
て
見
る
め
数
そ
ふ
浦
の
い
さ
り
火

　
　
　
寄
神
祝
　
　
　
　
　
　
　
完
甘
光

代
々
ふ
と
も
恵
み
み
や
こ
に
う
つ
り
ま
す
早
く
も
善
玉
つ
し
ま
姫

寛
保
二
年
二
成

　
星
夕
言
志
七
首
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光

空
に
星
も
も
ら
さ
て
う
け
よ
七
種
の
花
の
外
な
る
言
の
葉
草
も

い
か
斗
深
き
え
に
し
そ
あ
ま
の
川
あ
ふ
瀬
た
え
せ
ぬ
星
の
ち
き
り
は

雲
の
波
も
立
な
さ
か
り
そ
天
の
川
逢
ふ
瀬
ま
れ
な
る
秋
の
一
夜
に

人
ご
と
の
願
ひ
の
糸
の
筋
く
は
空
に
う
け
ひ
く
星
や
し
る
ら
ん

今
宵
こ
そ
晴
て
あ
ふ
ら
め
へ
た
て
こ
し
思
ひ
の
雲
も
星
の
う
ら
み
も

雲
霧
の
さ
は
り
も
あ
ら
て
七
夕
の
け
ふ
わ
た
す
せ
や
八
洲
の
川
舟

か
き
ら
し
な
契
り
初
つ
る
神
の
代
も
幾
年
か
へ
す
星
合
の
秋

　
小
松
島
連
衆
点
取
　
点
者
不
知

　
　
　
秋
夕
傷
心

　
　
　
　
　
　
　
　
く
も

へ
秋
は
猶
心
も
ほ
そ
き
紫
の
戸
に
を
く
か
た
せ
は
き
袖
の
夕
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

へ
か
れ
く
に
千
く
さ
の
花
も
虫
の
ね
も
心
を
い
た
む
秋
の
暮
哉

へ
秋
ふ
け
て
稲
葉
の
露
も
虫
の
ね
も
く
た
け
て
物
を
思
ふ
夕
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
の

へ
さ
ら
て
た
に
秋
の
夕
は
寂
し
き
に
あ
は
れ
催
す
い
り
逢
の
か
ね

　
よ
し
や
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

へ
い
か
に
せ
ん
思
ひ
す
つ
れ
と
な
へ
て
世
に
秋
の
夕
そ
あ
は
れ
い
や
ま
す

正俊雄似似延
寿
院

長
松
園

提
　
宗

如
　
風

錠
　
女

4
0



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ひ

へ
露
時
雨
ふ
り
に
し
秋
の
夕
さ
れ
は
心
も
身
を
も
そ
て
に
し
ほ
り
て

へ
秋
は
た
・
雲
の
は
た
て
に
物
思
ふ
こ
・
ろ
く
る
し
き
荒
く
れ
の
空

へ
鹿
の
音
も
荻
吹
降
も
数
な
ら
ぬ
た
・
夕
暮
の
秋
そ
身
に
し
む

　
　
　
暁
月
厭
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
か
た

へ
宵
よ
り
も
く
も
ら
は
つ
ら
し
ね
覚
し
て
月
に
と
も
な
へ
有
明
の
空

へ
入
か
た
の
月
の
影
さ
へ
ほ
の
見
え
て
し
は
し
は
い
と
ふ
暁
の
雲

へ
今
し
は
し
雲
な
へ
た
て
そ
暁
の
お
も
か
け
う
と
き
山
の
端
の
月

へ
ま
て
し
は
し
詠
る
程
も
有
明
の
月
の
か
つ
ら
に
か
よ
ふ
浮
雲

　
　
　
さ
そ
　
　
　
　
　
　
　
サ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

へ
吹
結
ふ
雲
井
の
風
も
國
月
に
名
残
は
有
明
の
こ
ろ

へ
明
る
間
も
さ
し
て
愚
な
き
月
影
に
は
ら
は
て
雲
の
も
し
や
か
・
ら
ん

　
　
　
　
　
お

へ
ま
て
し
は
し
直
な
か
・
り
そ
有
明
の
月
に
ほ
と
な
き
西
の
山
の
は

へ
入
か
た
の
名
残
そ
お
し
き
有
明
の
月
な
隔
そ
峯
の
う
き
雲

　
　
　
霧
中
求
泊

へ
比
良
の
根
の
嵐
に
小
舟
行
な
や
み
な
を
霧
深
く
泊
り
も
と
む
る

へ
舟
と
む
る
波
の
う
き
霧
そ
こ
と
な
く
明
石
の
浦
圏
名
の
み
着
け
り

へ
立
の
ほ
る
浪
の
夕
霧
分
佗
て
み
な
と
さ
た
め
す
舟
つ
な
く
ら
ん

　
　
　
　
　
　
と
ま
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ら
は

へ
い
つ
か
た
に
つ
な
き
定
む
螢
小
舟
霧
に
隔
つ
る
須
磨
の
み
な
と
は

へ
舟
つ
な
く
あ
か
し
の
浦
は
名
の
み
し
て
霧
打
わ
た
す
せ
と
の
八
十
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
レ
　
　
　
　
ロ
り
き

へ
舟
と
め
て
今
宵
明
石
に
た
ひ
ね
せ
ん
月
を
も
も
ら
せ
浦
の
夕
霧

へ
夕
霧
の
立
白
波
の
そ
こ
と
な
く
こ
ゑ
う
ち
か
は
し
よ
す
る
と
も
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
に

へ
霧
こ
め
て
舟
指
留
る
梶
枕
よ
る
へ
さ
た
め
ぬ
和
歌
の
浦
人

　
　
　
梼
衣
妨
夢

へ
衣
う
つ
音
吹
送
る
秋
の
風
に
な
か
は
見
残
す
こ
し
か
た
の
夢

へ
よ
を
寒
み
う
つ
や
堪
の
音
に
の
み
あ
た
ら
夢
路
も
お
と
ろ
か
れ
ぬ
る

へ
渡
し
得
ぬ
夢
の
う
き
橋
幾
度
か
た
え
て
堪
の
音
の
つ
れ
な
さ

へ
千
里
ま
て
通
ふ
夢
路
の
此
こ
ろ
に
よ
さ
む
の
衣
う
ち
も
ね
ら
れ
ぬ

好
　
時

勝
　
伴

昌
　
誉

長
松
院

提
　
宗

ツ
ナ
　
寺

轟
メ
　
　
　
ロ
μ

錠
　
女

延
寿
院

勝
　
伴

昌
　
弓

箭
　
風

提
　
宗

如
　
風

勝
　
伴

延
寿
院

昌
　
誉

長
松
院

エ
」
　
寺

右
メ
　
　
　
曄

錠
　
女

如錠
昌

好

風女誉
時

へ
さ
よ
衣
た
か
遠
近
に
う
ち
初
て
青
し
よ
の
夢
を
お
と
ろ
か
す
ら
ん

へ
た
ま
さ
か
に
忍
ふ
昔
の
夢
を
た
に
し
つ
は
た
衣
う
ち
も
さ
め
ぬ
る

へ
我
身
に
は
堪
の
音
の
い
と
さ
え
て
秋
の
夜
す
が
ら
夢
も
む
す
は
す

へ
小
夜
衣
し
て
う
つ
音
に
夢
さ
め
て
い
と
・
露
け
き
蓬
生
の
宿

　
　
伴
菊
延
齢

へ
幾
か
へ
り
友
と
み
き
り
に
移
し
植
て
千
年
を
延
る
菊
の
花
ふ
さ

へ
幾
千
世
と
契
り
置
て
し
ま
せ
の
菊
に
老
か
よ
は
ひ
を
ま
か
せ
て
そ
見
る

へ
末
長
き
人
の
齢
の
ま
せ
に
咲
菊
や
千
草
の
か
さ
し
成
ら
ん

へ
幾
千
世
を
契
り
を
か
は
や
秋
繭
の
友
と
瑚
に
匂
ふ
し
ら
菊

へ
妹
背
山
老
せ
ぬ
秋
の
友
團
盛
久
し
き
八
重
の
し
ら
菊
露
劉
群
籟
厳
よ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ふ

へ
仙
人
も
よ
は
ひ
の
ふ
る
と
契
り
に
し
た
め
し
を
菊
に
我
も
な
ら
は
ん

へ
千
世
や
ち
よ
た
え
ぬ
色
香
を
菊
の
露
か
・
る
被
に
よ
は
ひ
の
は
へ
て

へ
諸
共
に
千
年
の
ふ
て
ふ
ま
せ
の
内
さ
か
り
久
し
く
匂
ふ
し
ら
菊

　
　
　
山
路
秋
過

へ
今
登
る
秋
の
山
路
の
夕
時
雨
ふ
り
行
色
を
い
か
に
か
こ
た
ん

へ
宇
つ
の
山
う
つ
り
替
り
て
秋
く
れ
は
紅
葉
を
分
る
葛
の
細
道

へ
行
や
ら
て
山
路
に
秋
の
を
し
ま
る
・
千
種
の
花
も
枯
ん
と
お
も
へ
は

へ
立
田
山
峯
の
紅
葉
も
い
っ
と
な
き
あ
ふ
さ
き
る
さ
に
秋
そ
暮
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
サ
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
く
れ
け
り

へ
分
ま
よ
ふ
け
ふ
も
山
路
の
秋
の
色
を
亡
く
ら
し
つ
帰
る
さ
も
い
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
も

へ
露
深
き
草
葉
ふ
み
右
足
引
の
山
路
に
秋
を
過
る
夕
く
れ

へ
住
馴
し
秋
の
山
路
そ
色
ふ
か
く
過
行
比
の
し
た
潔
き
か
な

へ
山
路
に
て
秋
の
日
数
は
す
こ
し
け
り
む
く
ら
の
宿
に
冬
や
来
ぬ
ら
ん

　
　
悔
前
世
恋

　
　
　
　
　
　
　
い
か
に
　
　
　
ば
か
り
し

へ
前
の
世
の
契
や
さ
そ
な
深
か
ら
し
く
ゆ
る
思
ひ
に
身
こ
そ
こ
か
る
れ

　
　
　
　
　
　
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

へ
し
ら
さ
り
き
我
前
の
世
の
む
く
ひ
迄
思
ひ
悔
る
も
人
の
難
顔
さ

へ
幾
度
か
思
ひ
け
し
て
も
胸
の
火
に
さ
き
の
世
か
け
て
く
ゆ
る
麗
し
さ

長
松
院

延
寺
院

勝
　
伴

提
　
宗

錠
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白
　
　
方

勝

へ
さ
き
の
世
に
結
は
ぬ
物
か
か
た
糸
の
あ
は
ぬ
な
け
き
を
恋
下
る
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

へ
前
の
世
に
ま
か
ぬ
種
と
や
思
ひ
草
露
の
命
は
経
る
か
ひ
も
な
し

へ
い
か
斗
う
す
き
す
く
世
の
恋
盛
う
ら
み
果
た
る
今
の
た
も
と
は

へ
い
か
に
我
契
り
を
き
し
そ
前
の
世
に
く
ゆ
る
恋
路
の
う
き
に
つ
き
て
圏

　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
リ
ん

へ
前
の
世
に
い
か
な
る
神
を
結
ひ
て
か
か
・
る
思
ひ
の
身
と
は
成
し
そ

　
　
　
寄
日
釈
教

へ
あ
か
ね
さ
す
日
影
に
め
く
る
法
の
道
心
の
や
み
は
な
を
て
ら
す
ら
ん

へ
に
ほ
て
る
や
海
の
底
ま
て
朝
日
影
も
る
・
か
た
な
き
法
の
燈
火

へ
て
る
日
影
い
つ
に
湊
の
へ
た
て
な
く
深
き
御
法
の
う
て
な
成
ら
ん

へ
御
仏
の
光
も
か
く
や
て
る
日
影
な
へ
て
恵
み
の
へ
た
で
な
け
れ
ば

へ
朝
日
影
う
つ
る
光
の
へ
た
て
な
き
心
の
法
の
を
し
へ
か
し
こ
し

へ
高
き
峯
か
・
や
く
法
の
朝
日
影
ほ
と
な
く
て
ら
せ
谷
の
と
ほ
そ
も

　
　
　
　
　
　
　
く
ま
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
り

へ
高
野
山
日
か
り
山
け
き
法
の
場
に
う
き
世
の
夢
を
払
ふ
松
風

へ
道
ひ
ろ
き
御
法
の
光
日
に
そ
ひ
て
と
も
に
恵
の
影
は
か
は
ら
し

　
　
寄
月
神
祇

へ
曇
り
な
き
神
路
の
山
の
陶
樹
心
を
み
か
く
露
の
た
ま
か
き

へ
雲
霧
は
松
の
嵐
に
吹
は
れ
て
月
住
吉
の
舞
の
乙
女
子

へ
曇
り
な
き
三
笠
の
山
の
月
影
に
神
の
恵
も
と
も
に
澄
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

へ
平
な
く
も
月
す
み
渡
る
神
風
や
み
も
す
そ
河
の
末
の
世
か
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
す
そ
へ
て

へ
神
風
や
き
ね
か
鞍
も
高
砂
の
お
の
へ
の
月
に
す
め
る
み
か
く
ら

へ
ち
は
や
ふ
る
神
の
み
か
け
そ
有
明
の
月
さ
へ
す
め
る
朱
の
玉
か
き

へ
月
更
て
影
も
す
む
也
住
吉
の
こ
・
ろ
を
み
か
く
朱
の
玉
垣

へ
か
し
こ
し
な
よ
・
の
光
の
言
の
は
に
月
も
曇
ら
ぬ
経
つ
叢
雨

　
　
松
有
歓
声

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

へ
風
の
糸
長
く
も
か
・
れ
住
吉
の
松
に
し
ら
へ
る
万
代
の
声

へ
豊
な
る
御
代
の
た
め
し
を
聞
こ
と
に
し
ら
へ
あ
や
あ
る
松
風
の
声

如提
昌

錠勝

風宗誉女伴

勝
　
伴

長
松
院

錠
　
女

延
寿
院

子
　
　
寺

五
節
　
　
　
ロ
u
「

昌
誉

如
　
風

面
　
戸

毎
宗

延
寿
院

ロ
ら
　
　
し

カ
バ
　
煙

錠
　
女

長
松
院
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寺

卦
メ
　
　
　
ロ
μ

券
　
　
半

ロ
u
川
　
　
　
イ

昌
　
費

目
誉

好
　
時

へ
年
高
き
松
の
葉
こ
と
に
吹
風
は
を
な
し
し
ら
へ
も
千
世
に
聞
ら
し

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

へ
四
の
海
浪
し
っ
か
に
も
住
吉
の
松
吹
風
も
万
代
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
り

へ
民
安
く
豊
か
に
す
め
る
君
か
代
の
な
を
も
早
く
松
風
の
声

へ
君
か
代
を
こ
と
ふ
く
庭
の
松
風
は
か
は
ら
ぬ
琴
に
し
ら
へ
そ
ふ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
た
け
き

へ
と
き
は
山
薬
ふ
る
松
の
陰
ふ
か
く
治
る
御
代
の
風
は
に
き
は
ふ

へ
と
こ
と
は
に
空
吹
風
も
松
か
枝
に
わ
き
て
音
そ
ふ
千
代
の
こ
と
ふ
き

　
　
　
て
ん
す
へ
て
八
十
首
長
七
首
の
中
い
か
斗
う
す
き
す
く
せ
と
う
け

　
　
　
た
ま
は
る
恋
や
こ
と
に
ま
さ
る
へ
し
と
か

首
夏
藤

寄
姻
恋

聯
　
燭

三
月
尽

　
樗

早
　
苗

五
月
五
日

五
月
雨

小
松
本
善
寺
　
昌
誉
上

勝
　
伴

如
　
風

錠
　
女

長
松
院

提
宗

延
寿
院

　
お
し
め
共
立
も
と
ま
ら
ぬ
名
残
そ
と
春
よ
り
夏
に
か
・
る
藤
浪

　
終
に
か
く
あ
か
て
の
浦
の
夕
げ
ふ
り
た
え
て
思
ひ
の
猶
も
こ
か
る
・

　
立
田
川
今
も
錦
を
春
の
日
と
い
は
ね
の
つ
・
し
与
そ
う
つ
ろ
ふ

　
ち
る
花
を
お
し
む
は
か
り
か
け
ふ
は
孟
春
も
つ
き
ね
と
入
相
の
鐘

　
む
ら
さ
き
の
雲
の
林
の
名
に
高
く
法
に
あ
ふ
ち
の
花
そ
匂
へ
る

　
薄
く
こ
く
色
を
わ
か
ち
て
植
渡
す
早
稲
田
お
く
手
の
露
の
玉
な
へ

　
唐
を
笈
に
う
つ
し
て
ま
す
か
・
み
玉
江
の
あ
や
め
け
ふ
そ
引
み
ん

　
つ
れ
く
と
幾
日
重
て
ふ
る
き
世
を
し
た
ふ
限
り
は
五
月
雨
の
比

年
頃
し
た
し
き
入
の
い
た
は
る
事
あ
り
て
夏
の
な
か
は
に
身
ま
か
り
給
ふ
け

る
に
　
あ
り
し
事
共
思
ひ
つ
・
け
は
い
と
も
哀
れ
に
は
か
な
く
覚
へ
け
れ
は

夏
ふ
か
き
を
思
ふ
と
い
ふ
心
を
よ
み
侍
る
［
目
は
新
屋
敷
一
友
南
庭
申
候
故

追
善

五
月
雨
の
ふ
る
き
言
の
縛
し
け
け
れ
は
ぬ
れ
つ
・
袖
に
忍
ふ
夕
露

　
　
　
香
園
寺
の
桜
を
見
に
ま
か
り
け
る
に
　
あ
る
し
し
け
る
僧
の
　
此
春
の
は
し

　
　
　
め
は
か
な
く
過
給
ひ
け
る
事
共
思
ひ
出
し
　
花
の
色
香
も
い
と
哀
れ
に
お
ほ

　
　
　
え
け
れ
は
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思
ふ
そ
よ
常
な
き
花
の
桜
木
も
過
し
昔
の
春
は
忘
れ
す

思
ふ
そ
よ
名
の
み
残
り
て
古
寺
の
花
に
か
た
ら
む
過
し
昔
も

お
も
ふ
そ
よ
有
し
昔
の
言
の
は
を
忍
ふ
た
む
け
の
花
に
よ
そ
へ
て

思
ふ
そ
よ
春
や
昔
と
桜
花
囮
に
か
へ
り
ぬ
る
跡
を
見
る
に
も

思
ふ
そ
よ
か
・
る
浮
世
を
昔
そ
と
花
の
台
に
き
ょ
く
す
ま
ん
と

思
ふ
そ
よ
色
も
替
ら
て
桜
花
ぬ
し
は
昔
と
き
え
し
は
か
な
さ

思
ふ
そ
よ
桜
は
雪
と
ふ
る
寺
の
過
に
し
か
た
を
忍
ふ
た
む
け
に

思
ふ
そ
よ
花
は
昔
に
替
ら
ね
と
ぬ
し
を
な
の
み
に
う
つ
る
は
か
な
さ

　
　
　
山
　
吹

思
ひ
や
る
井
手
の
玉
川
春
ふ
か
み
う
つ
ろ
ふ
色
の
山
ふ
き
の
花

　
　
　
　
右
の
歌
は
　
　
不
残
長
点
に
て
御
座
候

　
　
　
み
つ
ち
か
去
年
の
名
月
少
く
も
り
た
る
を
見
給
ひ
て

世
の
う
き
に
く
も
る
心
も
は
れ
て
忌
む
月
さ
へ
今
宵
空
に
へ
た
て
・

は
れ
て
見
る
世
の
う
き
雲
は
か
・
る
共
と
は
に
は
月
の
影
は
隔
て
し

　
　
　
菊
月
十
三
夜

月
影
を
雲
な
へ
た
て
そ
唐
人
も
し
ら
ぬ
今
宵
の
名
を
思
ふ
夜
に

｛
取
中
の
み
か
又
影
お
ほ
ふ
う
き
雲
に
う
ら
み
か
さ
な
る
長
月
の
空

　
　
　
女
郎
花
翫
露

如
　
風

延
寿
院

長
松
園

貞
　
綴

れ
　
ん

永
　
輪

ぜ
　
う

昌
　
誉

光
　
似

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

お
み
な
へ
し
た
て
る
す
か
た
も
あ
か
な
く
に
よ
そ
ひ
そ
へ
ぬ
る
野
辺
の
夕
露

　
　
　
野
　
鹿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

終
夜
山
よ
り
出
て
鳴
鹿
は
ふ
も
と
の
野
辺
に
妻
や
こ
も
れ
る

　
　
　
秋
逢
恋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

逢
事
は
夜
永
き
秋
に
繕
え
て
も
猶
こ
と
の
は
や
あ
す
に
残
ら
ん

　
〔
寛
保
元
酉
秋
ゐ
’
7
泉
大
納
言
為
久
卿
関
東
御
下
向
の
歌
〕
　
　
　
　
　
　
〔
略
〕

　
〔
似
雲
詠
歌
四
首
〕
　
　
〔
略
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
十
九
年
十
月
十
一
日
　
受
理
）
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